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秋岡総空港新邸前開発家裟に係る御所針色、地織の開

維文化財につきましては、昭和56年度 {下a¥DJlI跡)

から対処し、船府157年度は5ヶ所、本年度は7ヶ所内

遺跡発獄繍住~'J!.草、た しま し た. 今lîiJの調査ιおい

ては、縄文時代中湖町都港跡、県内ではニ司めの曲、生

時代的住賠跡、それに平安時代内幕 (211.!i)などの検

出があり、学問的にも強襲な成果をあげま Lfc.また、

~~!重な造物も量宣告b く出土しτ おります.

調1i.の兜!laにあた勺ては県、関係機関の指噂緩助を

はじめ、地元関係者、土地所有者等多くの方々の前説

的なζ 協力宮、たどき傑く感謝申 しあげる次携です.

4'輔i告l!Iが文化財保議のため、さらには研究資料と

して広〈級制されれば傘纂に存じます。

l昭和59年 3月

秋田市教育省民会

救背長高 泉 宏 作



例言

).木報告制は、秋間市田 μ 』、段'1、同地宇妓ノム (援ノ」ニE遺跡〉、回ア小肢末戸松本字渇ノ沢 {渇

ノ沢A追跡・ 3酷ノ沢C)iU亦・捕時ノ沢E潰跡・ 椴ノ沢F遺跡 ・相時ノ沢H遺跡}、 上北乎御所野宇野

形 {野形;11銚)記所荘する争遺跡町発銀E明資報告書証である。

2.本報告白は、制班員及び鋼1'i.同住民の協力&得て菅原俊行が編集Lたものである。

3.本;報告越の執!IIiは、製ノよE遺跡ー菅原俊行、安凶忠市、減ノ択A'C遺跡ー商谷 縫、商品ノ

沢 E・f'.H遺跡、野形遭跡一石郷飼紘一が姐当 し、菅原が悌笹した.例記以外は菅原が但当L

f..:. .. 

• ， .発砲調査、盤理作烹の過精で下記の谷氏より指導、助言を勝勺た.
秋元信夫、穴沢義功、阿部純平、滋見銭'人、大野憲司、関聞旅弘、金チ妬男、議J原滋闘1.'J、幹克、

高樋a.慮、宮線泰時、氷嶋正事、水瀬縮!p，、 奇声良修介、株 鎌作、 船木施勝、官窓長ニ郎
5. ~ノ沢 F遺跡ul土町鉄製品の鮪処艇につトては、秋Ltllli¥JjJl蔵主化財センターより絡SIJの術噂と

('l!官(1，(~rら 勺て丸、 tcだも イ4。

6 晶遺跡的平偏随、上層断l面図中町Pは士総 (片}、 Sは石 (瞬〉を'"す.

7 .発銅調査による出土遺物、安調闘、写賞、その他の記録は駄llJ市教育望書員会h'保管する。
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湯ノ沢C遺跡(東から)

湯ノ沢C遺跡 (南から]



湯ノ沢F渇跡(車から}

湯ノ沢F遺跡 3号土l亙華 湯ノ沢F遺跡 16寄土拡墓過物出土拭聾



渇ノ沢F遺跡 6号土JJ1&過均出土状態

事予lI>湯島事 t・0ら}



飾



治ノ上F. E轟跡遠景 (tk包市首11曹を幅む]

援ノ上E:JII・I唱:から}



調査の概要

調査にヨEるまでの経過

以UI巾南京都地域は、吋i制56年 6H町紋匝l空港問l蝿港、東北酬附n動単道秋田線以問イ ンタ句4・

...--ジ創設予定帯、 可R梓桝[耐的事記泊町聾衝に位協寸る所てiI.Qo.;.同よ令な状況の中で耐東側l地

輔にお吋る御幅野地l'"ーにつ、 τIl刊に也太な台地で晶るニとか・ら、いち述〈開発司能性事ιつ"て

向書調6.，，:，安値され、 県而健合;t耐においても彦君、住セ陣地b・E件 主'<勺 f~1邑合的=.ータゆ シ

・.c空港軒応市と して具体的に位eづけられた.

11'1和55'1'に鋼所野台地全体的分衛調在セ'.111苦し、的30'勿端的鴻崎散布地~信認した.則前1描'lIl

は‘開発計岡地域内の同期ーに業開地治成に先どち、下段D;rt跡の免側関査t行な今た(削賀市rf刻。

;g..~・..・4既・11.{!i" .J I岨年311、1<，制IIi・R・w・I¥M.昭和57年度は、今後の側発問幽に対処するため55"iド円
分市調査に基づき、 3ヵ月Uq-cilI跡の範聞価証Z~崎進役実施 L、その純米、台地上正24カ 所内ilI帥官

繍}認 Lたのである{貌 l肉御所Jt台地問1&聞確認渇商事一時A.しか し、開発計画地内ιは31>酬

のぷ範聞嘩誕地櫨が存在している. ‘闇値認調査の結果に車庫~J!関係機関と儲.M.を電担、引き続~

年麿別に計画量的な発揮調査令官2・‘するζ とと L、昭和57'f-1I:"、下襲。遺晦、野畑遺跡、晶ノ民B

m肺.桜〆上C、D遺跡の宛燭凋停を行な勺た〈臥町市'依鏑臨句""'帽..開発聞係即録文fUtJ!M濁 11.州""

l側通勾~ 311 、 敏嗣mfl.ff<J長 11M.

附fl，58~'J虻C:l、販/ tE 地跡、t崎/if{AJJ't跡、 t品/~{C;自跡、 t勧〆似I!;I!跡、尚ノ沢 ド泡跡、 t品

I lRO;蝿跡、場ノ沢Hjl!齢、目f柑i自跡的尭級制配当r'l~施 Lt.:." 

鯛査期間と体調'J

調fd耳目指

調宜主体高

相和58'f4月 10-11月30H

4財閥弘人) IAIII県十地朔発公社

調査但唱雷 秋聞巾・紋間市8術事H¥合

d聞 rr. 良清原俊行、 h郷細川誠 白、自白後、安問忠ill(1Þ:.削 r'.教官~員会社会教育波}

冊組側班員 事長IU陶一郎、犯“ 市 1!>l(lfl県開通匝文化財センター}

別配制iI々民 佐々木iEH、村111軒¥五嶋俺儀、佐融 行'J(似川U，¥J・It磁文化財七ンター}柏木!!!

行、 fiJト山符

E・h協力員 五十嵐芳郎 'f削，崎市学協会会郎、l'iJlI.'I:!l!子、伊織凪 悦渡x噌い ほ問
iIl.鈴本 弘、小田正悔行 《秋聞大学〉、凶ftlf埠 Cf'噌竿広大学3、相場臨明前

大牢、、山H....(Hぷ)，::"1:)、波書E宏之 {弘政人掌】、三尚 信 《県立・l¥'.IaXI 

嗣斑作J!筒 鈴本館一、 柏A>I弘前、鈴木後始、鈴本力師、町本ー翼、 三館特街、 三穂留、『削

吉司、三糊百二ヨ楠古肉、三副I三E折、 f貴命;$自民側、紙""佐子市、水野金党、俺職事事

一郎、 三~" 帳、加mキ新之助、鈴木島1-，郎、加町村io.令官11、安藤企円郎、網野線



峰、堀野健一、段踊1.'11号、渡偲金次郎、渡邸膿泊、浪部撤始、資辺毛主郎、佐々木

県古、佐々木敏則、 岬融持甲、加耳富雄司、尾市d峰、蹄木俊 f、鈴木ゆ 〆ノ、鈴ヨト

ツヤ、鈴本命 "、 ;::~n千経子、エー詳ij トミエ、 4欄間隊、竺削iシ ゲ、 三悌少 γ 、 三両11

タキ、掘1ドヤス、 楢JI・キヨ鼻、韓首井由i子、佐々木ツし 帥:々 木久チ、 I証基調Pタ品、

相場 ミ γ~、 nu1'f'l(子、 加嫌満子、大友泰 f、宮111ト.，.-(.、商品綾子、 復 トハ

伊藤ヒ，子、n開:セツ.姥部アイ T-，渡郎"'..(、純..令省、夜認かよ干、議辺 a
字、頑辺 i... ，・1ft辺つ， ，1佐々 木:1':10-、佐々 4、組 f、佐々本晴子、高峰 aγY、端

野京子.矢肯7"，加賀谷ヒデ.鈴本代下、輔仲;， .，..、伺JI!7".c..子、 耗沢.，....f、

彰沢フ ζ 、層面i!{，・.(、鈴木ヒ デ、層高沢トタ a司、 1ft'.干沢 Z 守、安層高~拐、経剛絹枝

艶pr.作耳目 鈴木干11慮、 三五柑拙7・、三瓶腺{-、堀列 11\子、制JI . _q>干‘ 鈴木栄子、提訴調.1・~ (.、

加機縛ι;

'11 勝負佐議事量f.11'鋤t'k.(. 

鯛査の方法と経過

調食r.c.ll、畠遣鈴ごとにII.l't巳原点金崎めて、 賀直両南北 4磁.Jt)巳44;.織を作り、調査院令体は

人グ， .ト 4ono ><4抽 )t-.::!世!L ~さらにその中に小?場，ト R ・'")( 4 OI.)を認定L、単位グ
'. .ド止した.大グ'ヲド11(1 -n)、小グ IJ.， ..は東丙 (X軸}巳融字 (1 -10)、南北 CY
軸}にγA ファベ.. CA-J )を似 し、その組み合せでll'I跡甜旬、人タ'噂ヲド需号、小タリ，ト

の1叫に呼剛、する ζととL九.

売制調庄は、 収ノ 上 E沼跡 {少(-~) ， i晶ノ沢Ail!僻 (x，-出泊、場〆択C遺跡 (Xi-，U)、助ノ

似 EIlI跡 {封~芦口、描ノ択Fill融 ("'-~、泌ノ配Hi宮跡 c，，-針1) 、 野形J置跡 (t(-)珂}の1I聞

で・4匝lil.，~. 

地，上E溜軸比、両闘の活状白地e二位置する車ノ上A遺跡 "I とと向ような肱閣官持つρ，t;d 

ぅm楢て調査念 l/..:..その帖娘、1&/上A遺跡縄文時代中間家『慢耐間続}と向時湖町製品跡0・
S配~.'fh、両遺跡的地周的状ðI.からも、 同一遺跡内可能性か品ゐ.

r晶〆~<^追断。、酒量ノ沢C)I!跡は、附随する遺跡で、渇 /Jt!.. A泊陣では縦覧附t~中期末時位以跡的

他、県内では 2軒l司円事'J.'t川代的件川跡が検出され、釈を隔てιtt何時地蔵制B)I!跡との阻1'Ilが F

.t!L~ れる.マ骨ノ択C遺跡は、舟1:制~作3車両位踏では織止時代続則的泊物か多 〈 、 何時則的i車跡と

~えられたh目、縄文時代中開'1.1.<1>住11跡が 6 軒枝IHされた.

品 /1宅正遺幡、 品ノ択F渇跡、揃ノ侃H遺跡位、開発計官峰崎市高円台地 t園地、に位置する.

4枯，訳E遺跡は、ぬ倒置~喝丘町町IIで、副主崎代中鱗及。倹闘の沼崎はよられたが、 選構内観u

はな〈、台瞳録辺....を主に調1¥lf" '，~阜、償問的土器埋設渇帥 I ，砂市町横山にとどま今た.品 /i!{

F渇跡は、平安時代町蝦Ns'.r忽躍して調査を桝1惜したか、検tI~ ~れ "iI'HIIは、平安崎代(I()世紀前

f紛の土拡岱21;匹であり、 当11.干のi仏峨である ζ とかわか。ι。掴円11車内l制係で、犠地内一同l吋.j.調

- 2 -



貨である.~品ノ沢H追跡は、事担凶時総純資で縄文時代中期末Eぴ後則的遺物が見られ、 ft地Ili辺ま

で{:I(係等を~l 、 Z時1< したt~娘、 中期末と晩跡的佐川勝が験lUさhた.

'f形逃跡 刷。引は、附和52年同一部、 3M曲調売のてなされ、平安町ftの化問}跡2街、君臨跡6益治:舷

認されt、>'>;11跡で、今拘置はそれらを常時てI1Hitた。そのt)i領、新たにfl鴎跡I軒、無跡11務
が倹tHされた.

昭和58午僚の発揮!拘置l'定であ勺 た}品ノiJ'~O追跡は、縦闘雄総~ltの軍事、池 " "玄米確認ーすあ ..，f.; 

が、縄文a羽吃後即!のi置物がIHJ二した遺跡で'<f>勺た. 4月、現地にn今て、 i置物包含1i'I>nllり取られ
た下J'省ピ知り、残存寸る剖;分の謝貨を行な勺たが、;;!情、遺物的僚出は出来なか~ t:.~ 

1附和59年度、発鋸調査守'定的以ノ上 F遺跡の伐般、 安土~Jぎ作曲障を日月30目安でやり、県舛ぞの

内罷~dlf7l た。

m 1) r'J、JiiJJ也地肌;遺跡分有I，il略作妓犠 {駈ノ上活断。)J 1975'f. 3月、供III市教宵司書員会、秋剛

考省学協会

「小問地、 -F鎚 ・縦 ノ上泊跡発姻拘斉槻告市J 1976年 3月、歓曲市教育蚤:員会

(11o 2) r'f形i自助:J1977幸子3月、駄Ifl考古学協会

昭和58年度来訪者 {順不同 ・敬称略)

れ見事章夫、jt{j偽忠彦、船本A輔、大野憲司、 小件 点、様相irl，~ 列 1式削服用組文化財也 ν タ 一人

秋元信夫 (~向市教育費E員全} 、武糧事成主L 、闘争統夕、学大学院〉、宮ホ長三郎 φ奈良IN :!T.文化財研海町} 、

合 (.n;予)(県立新潟江市i出般人阿部筏平、 剛11:1，1i1l.(附立}世史民俗博物f出}、書車販滋自11(主化庁}、常

穣#時 {献刷県文化課}、林 織作 {北悔』甚大学〉、杉訳文始日大間的;氏家系研究会〉、成繊秋師、Z吉野

苛表、古111統治、 f長秘秀一 {宮殿県~1'(繊跡研究所}、奥山良三{秋田市中央公民航L1c沢義功

倣U-I ~i~文1t.lIl僚経審綿密員 (20名u大1日市部士史1控訴会 (30名)、紙Bl城跡作!K!~ (10名)、秋11HH丘

四 ッ小庖小学校 l勾 ・2<f.・4郁 ・5年世 (380:名}、県it.府高校考古ザ，研究I品演会

- 3 -
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御所量f台地邸範囲確認遺跡一~.R

遺跡
遺跡名 再時 & 地 崎 代 両Iilm'・ !JI.状

暗号

下 ~E 駄岡市岡ア小屋小阿地字下堤 縄文 ~，625 畑

z 下 草~ F • • • 14.375 • 

3 fll!O • • 先土量量・蝿文{中】 5.制加
山跡
官悶

4 曹量，上巳 . i"Iッ'1、風'ト阿壇字lIi:ノ上 縄文 6.国時 • 
5 厳ノ上D • • • 14，0伺 • 
6 Ill:ノよ E • • • 15.0∞ • 

7 級ノ」ヒF " • • 37，810 • 
8 捜 崎 A ' 同 ノ小島小阿壇字盤崎 縄文(晩} 13，750 畑山I~

原rt

9 押 崎 B • • 縄文 11.2却 '"軍f
1。 地巌倒A • 問ツ小""巨戸鈴本字地蔵悶 先企魁 ・楓宜 ・平安 30.倒閣 掴

11 地長田B • • 縄文{・1・喰}・弥生 25.由国
山林

原野

12 渇ノ沢A • 凶 ν小崎京戸怯本学渇ノ沢 縄文 21.SSS ' 
13 動ノ沢串 • • 綱具:(gij・・t) ~.(刷 • 
14 泌ノ沢C • • 縄文t中挽}・弥生 11.持5 • 

15 栂ノ択D 4・ • 崎支{中〉 35.個却 組

16 調島ノ沢E • • 縄宜 1，臼抽 • 
17 調陸ノ沢F • 4砂 縄.'iC'I，rm筑曜ま 5.310 • 
18 働〆沢G • 4惨 縄文(後) 1.300 飯野

19 織ノ沢H
ー-

• 縄文 5，加。 畑

加 野 畑 4・ 」ュ~t 1>欄虜野字野燭 制:$((中} 1.875 山肺

21 野 形 - 上Jt'I'圃所野宇野形 t師・須耳障 5.9抽
山特

.野

宜主 湿田沢 • 上;I;~l'占野宇a田沢 ..j: • 't"ま 6，8お 珊

お 台 • ヒJtl'古野学台 • 8.440 • 
制 地 方 • 上Aヒ下11回字拠ノ沢 縄文〈晩) 54.670 捌・8草野
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遺跡の位置と地形・地質

位置

杖田市街から尚道13号線を制下し、仁歩F自1、般山化過ぎ、販をEまると照i司約柑m前後の広大な晶、

地が開ける.ニれは奥羽本総閉山}、ijI駅方iHiからもよく見える平朗な台地であり、御所野台地、京

国台と呼ばれて、・る. -二円台地が臨~J.甚新都市1別殺到悩地蝿である.

告遺跡的位置聖につ、。ては第1li!I r副所野台地問Iぬ闘機Jf遺跡且び周辺遺跡」官嘗!明書訓た，" 

地形 ・地 震

遺跡的存在する地形は、大81llて和田丘俊と末戸台台地記分けられゐ。手"凹丘陵は平坦耐を;y，ま

り持たなも、 しかし、'frLt¥it主也'持今た傾向曲-150mのかなり1M!析をk受吋た在年期地形も'示L、地質

は筋3系鮮新統に属する青色砂質シ"ト枕 nl車問府}と宵灰色倒秋a紛 〈実穂脊梼}、それι中新
統に¥lIi-tる航灰色泥是;.(船川府Jなどからな勺てもる。斑戸台台地は隊i(:i25-50m強で、その裂前l

は-)::変半開である。この台地は干1I1EI丘陵と指して散続的段丘企'識別できる. ζれらは内曜量 刑 J)の

『気分からすると、上位から隊商品-50m磁の僻台段丘、際高4001強向上野台殴氏I、標尚35m彊1向

上期台段丘H、保高25m強の主権崎段丘のd段に分けられる。{締 Z凶}

怖台段丘

岩見川布帰京戸台台地では45-田m強の際高をもっ、いわゆる締台耐をその地附蘭とする踏台層

が厚い暢 (鍛k径1<J<;剛前後}、砂、結土の互閉で構成されている.ただ2量販潟度はわJ句、ちな、。治

相は厳上部に }-2m のみ品色町粘土質火山灰聞があり、 IXI~様、砂、貼上町正明で、砂慢の部分で

しばしばタロ ス・.，、ナ (牢l従事露間〉がみられ、砂士あるいはシルトは水平な制かい層階をなすよL

とが歩、'. 11111'):をみると、鴫腐はうす〈、砂、和土li'lh'庫 、 、主的 f1'1{~は務3 系的従持 (船川情〉

や砂質y11." (苗;問附}とな。てわる.内機はこの情台I耐を関東町下古加に対比 してレる.軒高事遺

跡は、ょの踏台段丘日{立位する.

上野台段丘1

京戸台台地で締台段丘の南世J)に傾向4蜘n強でついている段院が上野台段丘Iと呼はれて、。る。決

勝の 1-2仰の納土質火山灰胞を除〈と、段丘均tb~物は主主大1~20-主畑町撲をど古む直最前であ り 、停

さは501由'度で、その下部は司g3系となっている。甑ノ土E遺跡は、 この上貯台段丘1;-，:::位置する。

上野台段丘H

:;I!戸台台地では上野台段丘Iとの土t.・ιが5m強である。段丘雌駁物内容制は、上野台段丘Iとほ

ぼl町憾で、ll'il事は5m前後である。内量産によれば、j事い機帽の下町:は岬世路に当るとして札凸..i事;

〆iRA・C.E.F.H遺跡は、ニ向上野台段丘u"こ位越する，
段丘琳町i物の特徴は、上野台 1. 0蘭では般大経3<J<m1!l1後の海門僚を主体と寸る、ほぽー様な鞭

摘をもち、戸[川端縞物で、1事さも加味するとむ見川などによる河成町浸食段丘耐と考えられる。 僻

台、上野台I、H面的各凶をおお勺て1 る轡f事1-2mのシル》 分場ピ合んど1'1;土質火山灰府は、?}

-8 -



軍事，半島内事風山が<cd争、と一応考えらわている。 《続的 ζの粘=士賞火山町埋め表泊鯛段物質的風化状態

をみていくと、俳台、上野台I、Uii唱では幾色土の干の制続物質のうら、上自150-1舶畑が明裕

色を母L、下車匹は灰色で、IAは漸砂する。また、土岐断面i主f見ると、時台、上野台I、E曲iなおお

う土喰は、 わわゆる(，~附 2統に鼠 vc、ると考えられ、 比般的大きい門僚を混入していて、 J性色土

締役摩(l候積Jさせている.ニの土崎中ιは火山ガラゑ官能入しており、火山灰が関係しているもの

と舵定される.

住民1) ，秋岡県信見川流棋およびその周辺の段仕についてJ 内議博夫 1965年 第4紀研究郷

4を第l号

(tf.2) ，地形 ・ヨ堅用地質 ・土じよう、棋IJIJ経術企画庁土地分頼主E牢拘まま 同時年

r八郎畿の研究s秋田県教育告書員会 l弼5'す:

r火山活動と地形」村山 智 大明'l:t

r畝間保男児半%:iーの11潟J剖辺町火山縄出物につして』 林 宏地質学雑誌第61巻第

717号 附55年

A 五雲

監 tω ~ 3相側

lIi21l!l 段 E
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遺跡の概観

南と北の沢にはさまれた台地上に位置し、南側が斜面となる。

遺跡は縄文時代前期末葉から晩期(仁t期末葉が主体)にかけてのもので、検出遺構は、住居跡37

軒、土拡122基、開設土器遺構11個、炉2基、製鉄炉 1基、炭焼窯 1基、その他の遺構である。

縄文時代前期(末)から中期(末)の遺跡は、沢を隔てて北約300mに下堤A.B遺跡、北東約900m

に下堤D遺跡、東約700mVこ下堤G遺跡、間側に坂ノ上A遺跡などが所在する。

遺構と遺物

1帯住居跡(第3図)

調査区東側で検出したが、市道により一部破壊されている。

プランは径約5.5mのほぼ円形を呈し、確認面からの深さは20cmで、援はほぼ垂誌に立ち上がる。

ピットは深い掠り方のものと浅い掘り方のものがあり、深し、掘り方がi柱穴と考えられる。炉は土器

埋設部、石組部、掘り込みからなる。土器埋設部は埋設土器の抜き取り痕と考えられる。石組部は

楕円形、底面が平塩で火熱を受け、石は側面に組まれてし、る。掘り込みは一段浅く、壁に接し、壁

際にピットが掘られている。床はほぼ平土日で、全閥的に堅し、。

出土遺物

土器(第50図62~65)

63・64は炉石組部、他は覆ゴ二からの出土である。 62は口縁部文様帯に隆帯及び撚糸圧痕を施すも

の、 63・64は円形の貼り付け及び沈線で文様を構成するものである。

2号住居跡(第4図)

調査区中央部で検出された。

プランは径2.9mのほぼ円形を是し、確認面からの深さは25cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

ピットは3個の検出で浅い。炉は土器埋設部、石組部、掘り込みからなる。土器埋設部は深鉢形土

器を正立して埋設し、間辺は火熱を受け赤変している。石組部は底面が火熱を受け¥北側面に 3個

の赤化したり亀裂のある石が認められた。掘り込みは一段浅く、壁に接する。床はほぼ平担で、竪

し、。

出土遺物

土器(第39図 1 、第50図66~70)

Iは炉埋設土器、他は覆土からの出土で、ある。沈線区画の謄消帯を施すものである口 Iは胴却の

膨らむ罷形で、地文はLR単節斜縄文(縦位凶転)である。 66は口縁部に粘土紐貼り付けがみられ

る。

石器(第86悶 1~ 5) 

1~4 はお飯、 5 は掻器状石器である。他に剥片が多量に出土している。

14 -



J今
¥ 

@ 
③。

C! 
~ 。

δ/ 

A 

」斗
ロームブゃロック
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]ミ 41.20m

立41.20m 

第l層 補色土、粘性強・炭化物多量混入

第2闇 i清掃色土、粘性強・炭化物多量・ローム粒子混入
第3層 補色土、炭化物少量・ローム粒子混入
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B-
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を主

-Bノ。

u 

u
g
cド
.
。
叩

-A' 

ノノ
j
j

全 5/S F 企40.70m

ーマ VU4←つ二三
B 

主40.70m 第 1層 暗褐色土、炭化物混入
第2層 暗褐色土、炭化物混入
第3層 暗褐色土、炭化物混入
第4国掲色土、炭化物混入
第5層 日音褐色土、焼土多量混入

第 l層 時褐色土、焼土混入
第2層暗褐色土
第3層 赤黄褐色土、焼土混入

第4図 2

3号住居跡(第5図)

調査区中央部で検出された。

。 1 m 

プランは長制13111、題車[02.7111の楕円形を呈し、確認面からの深さは20cmで、壁は垂直に立ち上が

る。ピットは浅い掘り方のものが数個検出され、 4個が主村:穴と考えられる。炉は石田土問j塑設部、

敷石石組~fI)、掘り込みからなる。土器場設 I'~T) は深鉢形土器の上半分を正立して埋設した石囲炉であ

る。赦石石組部は底・側聞に石を組み、理設土器との間には大きなJlIJ京石を据えであり、底面には

炭化物が多量に堆積していた。掘り込みはやや浅く、壁より外側へ張り出している。床は平坦で、

堅い。住居の中央部床面に炭化物の散在が認められた。

出土遺物

土器(第39凶 2~4 、第50悶71 ~76) 

2は炉埋設土器、 3はJ)医師、他は覆土出土で、ある。沈線区間iの磨消吊:を施すものである。 2は口
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線都がやや外傾する探鉢鯵

土2告で、地文はRL描節制

縄文(縦位匝I転〉である.

3はロ縁部がやや外側ずる

鉢形士官官で、地文はLR単

節fil縄文 {級位i剖伝)であ

る.

主制品 (11¥102凶14.15)

再利用土製品《門鍍状土

事iI ，'，~'，)である.

石製品 (既117悶2)

事~fL石鑓&で、両方のち

孔安穿。ている@賛飾品で

あちう.

4号住居跡 IItl6悶}

掬型EIl!:中央部で検出さ抗

'ιp 

'"' 
プヲγは長側位。7m、短軸

2.4mの術円形を思し、滋認

1商からの糠さは10岨で、健

は陪ぼ蚤i証にu:t.上がる.

ピヲトは3倒検出された.

炉は土~J:里滋賀b と掘 り込み 且

からなる.上骨量明設部;は探

鉢形土時の胸部てど正立して

哩設し、周辺は火然安受付

非変している.概り込みは

底簡が火空襲安受吋、 2倒的

イヨが焼けている事からお組

みであ..，f.;と考えられる.

床は'l'!自である.

出土遺物

土緒 (第四凶5、自陣50図77-80)

r、 守、

A 

B、
A_ 

@
診
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8
、

@
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問
、
さ

-g
g

@⑬、
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IC> 

阜、O.SOmA 

.s .t'. 
ト? t 2 67ム 二二]
A 事l嶋崎褐色土

事2嶋崎褐色t、鋭化物事鼠浪人 .d.' 40.50m 

旦'岨切m

¥ミ34」
事I廊 崎補色土、炭化物世量浪人
需2層 晴樹色土.炭化物多量浪人

。 1 m 

;il5図 3号住居跡
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A-

B-

?;:  @ 

5は炉上里設土器、他は覆土からの出

土で、ある。沈線区画の磨消帯を施すも

のである。 5は深鉢形土器の日間部で、

-B' 地文はRL単節斜縄文(縦・横位回転)

-A' である。

石器(第86図 6) 

6は跨製石斧で、基i'frj破損在日にアス

ブアルトの付着が認められる。他に剥

片が 2点目Iごとしている。

A Aノ 5号住居跡(第7図)
40.50m 

一一τ::::::2" ~一一/一一~ 2 .---- / ー

B ム 第 1層掲色土 ， 

第 2層 階褐色土、炭化物混入 B'

さオ1た。

プランは径約3mの円形を皐し、南

第3層暗褐色土、焼土混入 40.50m 西側に張り出しがある。確認、面からの

深さは25cmで、壁はほぼ垂直に立ち上

がる。ピットは数個検出され、壁際の

4偲が主柱穴と考えられる。炉は石間

第 l層
第 2層

第 6図 4号住居跡

〈

第1層 !I奇褐色土 l 

第2屑褐色土、ローム・炭化物粒子混入 よ
第3層黄褐色土 刊

B 

m 

........ :1C，' 

g 
cコ
ば3

Cコ
司iでが

11音褐色土
H青褐色土、ローム粒子混入

暗褐色土、炭化物多量浪人

旦 ~I
40.50m 

第 7図 5号住居跡 。
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土器埋設部と掘り込みからなる。土器埋設音1)は深鉢形土器の上半分を正立して埋設し、周辺は火熱

1 {屈の焼けている石が認められた事とを受け赤変してし、る。揖り込みは底面が火熱を受けーている。

炉の北側に石が散乱している事などから石組みであった可能性が考えられる。床は平坦で、全閥的

に堅い。

出土遺物

(第39関 6、第50図81・82)土器

6は日縁部がやや6は炉埋設士宮号、他は覆土出土で、ある。沈線区画の磨治帯を施すものである。

である。外傾する深鉢形土器で、地文はRL単節斜縄文(縦位回転)

8号住居跡(第8図)

調査区中央部で、検出された。

プランは長軸2.9m、短軸2.7mの楕円形を呈し、確認面からの深さはlOcmで、監はほぼ垂直に立

ピットは13個検出され、壁際の 4個が主柱穴と考えられる。炉は土器理設部、石組部、ち上がる。

一段浅い掘り込みからなる。土器埋設部は深鉢形土器の胴部を正立して埋設し、周辺は火熱を受け

赤変している。掘り込みは底聞が火熱を受け、埋設土器との間に大きな川原石を立てて掠えである。

浅い掘り込みは壁に接する。床は

@3 

。。
ほぼ平坦で、堅L、。

(第39図7.第50図83・84)

7は炉埋設土器、 84は床面、 83

出土遺物

土器

は覆土からの出土である。沈線区

-B' 

G 
B 7 

は深鉢形土器の胴部で、地文はR

L単節斜縄文である。

7号住居跡(第9図)

調査反中央部で検出された。

画の磨消帯を施すものである。

プランは径2.4mのほぼ隅丸方形

A' 
40.20m 

A 
を呈し、確認固からの深さは20crn

~み」
iji iiil:?ffMJi 
ふ一一:3 1一一一一/

で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。
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ピットは数値検出され、壁際の 4

{聞が主柱穴と考えられる。炉は土
m 

6号住居跡第8図
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器埋設立11と石組部からなる。土器

埋設部は深鉢形土器の日同部を正立



して理設し、周辺は火熱を受け赤変している。石組g=r5は!氏而が火熱を受け、南東側面及び開設土器

との|習に石が組まれていた。床はほぼ平坦である。

出土遺物

土器(第40関 8 、第51 図85~89)

8は炉埋設土器、他は覆土からの出土である。日縁部文様子育に撚糸IT痕を施すもの、沈線区画の

磨消帯を施すものである。 8は深鉢形土22の胴市て¥地文はRL単節斜縄文(縦{立1111転)である。

土製品(第102図16・17)

再利用土製品(円盤状土製品11)である。

石器(第86図 7) 

石飯である。他にff;IJ片ーが数点出土している。

θ 
@
 。

A-
。

-A' 

lIi'f褐色 L
11((褐色土、炭化物

混入

第 1J同褐色J二 《

第 2N千 11ft褐色土 、グ

第 3JN llfi掲色土、民イヒ物混入

A 

∞i 

全 40.30m

¥l己 ¥ /ーす三ーィγ 。 1 m 
第9図 7

8号住蔚跡(第10図)

調査区中央部で検出された。

プランは長軸4.5m、短軸4.1mのほぼ偶丸方形を皐し、 101号土拡と重複する。確認而からの深さ

は30cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは数個検出され、深L、掘り方の 4個が主柱穴と考え

られる。炉は土器埋設部、石組部、掘り込みからなる。土器埋設/115は日|司下部を欠く深鉢形土器を正
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立して埋設し、周辺は火熱を受け赤変している O' 石組部は底・側面が火熱を受け、掘り込み側の側

面に石が組まれてし、る。掘り込みは一段浅く、援に近くなる。床はほぼ平坦で、全面的に堅い。

出土遺物

土器(第40図 9~11、第51図的~95)

11は炉埋設土緑、他は覆土出土である。沈線i玄i南の磨治帯を施すものである。 11は口縁部がゆる

く外傾する深鉢形土器で、口唇 m)~こ 4 個の突起をもっO 地文は単iM1絡条体 i豆i 転文(縦{立回転)であ

る。

土製品(第1011盟8、第102図18)

8は三角形土製品、 18は再利用土製JI'J'J (円盤状土製品)である。

石器(第86凶 8・9) 

8は縦型石匙、 9は掻捺状石器である。 f自に奈IJ片が多量に出土している。

石製品(第119図 7) 

岩偶で顔白1)を欠く。石質は陸化木である。いわゆるこけしの源流であろうか0

9号住居跡(第11図)

調査区中央部で検出された。

プランは長車1l14.8m、短軸4.5mのほぼIi，高丸方形を呈し、南西側に張り出しをもっ。確認面からの

深さは20cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは数個検出され、深い掘り方の 4個が主柱穴と

考えられる。炉は土器埋設部、石組部、掘り込みからなる。土器i宅設部は深鉢形土器の胴部を正立

して埋設し、周辺が火熱を受け赤変している。石組在日は底面が火熱を受け、埋設土器との17丹十こ大き

なJ11原石と側面に石を組んでいる。掘り込みは一段浅く、壁より外側に張り出している。床はほぼ

平坦で、全面的に堅L、。また、床面中央部が焼けてし、る点や、焼土・炭化物が多量に認められる事

などから火災住居の可能性も考えられる。

出土遺物

土器(第40図12、第15図96~103)

12は炉埋設土器、他は覆土出土である。粘土紐を貼り付けてその両側を沈線で調整するもの、粘

土紐を貼，)付けるもの、沈線i又匝}の磨Ir号帯を施すものである。 12は I_::)縁部がやや外傾する深鉢形土

器の胴，'~:I)で、地文はRL 単節料品!日文(縦二位回転)である。

土製品(第1001玄16、第1011盟11、第102図19・20)

6は三角形こと製iI1111でr"fl)欠損する。 11はスタンブ状をなす。 19・20は再利用土製J'JJ'J (円盤状土製

Jllr~) である。

石器(第86図1O~17、第91図115 ・ 116)

10は石飯、 11 は石室{在、 12は縦型石匙、 13は嬢形状石昔話、 14はJ蚤 2号、 15は削 6~~状石出、 16 ・ 17は磨

製石斧で17は小形である。 115は石1m状石際、 116は暦石である。 f自に長IJJ=iーが多量に出土している。

- 22 -
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10号住居跡(第12図)

調査区中央部で検出された。

プランは長軸 3m 、短軸2.7mのほぼ隅丸方形を呈し、確認rIrîからの深さは15cm で、躍はほぼ7:[~If'I 

に立ち上がる。ピットは数個検出され、 3本柱のようである。炉は石間土22埋設fmと掘り込みから

なるが、掘り込み部側面に石の抜き取り痕が認められることから石組炉であったと考えられる。土

捺埋設立Ijは深鉢形土器の胴下部を正立して樫設する。周辺は火熱を受け赤変している。掘り込みは

惰円形を呈し、壁側がやや浅い。床はほぼ平坦で、堅い。

出土遺物

土器(第40凶13、第51 図104~111)

13は炉埋設土器、他は覆

土出土である。頚古Ijl珪帯に

刺突を施すもの、沈線区画

の磨消帯を施すものである0

13は胸部側面にのみ刺突を

施す。

土製品(第100図 5、

第102悶21)

5は三角形土製JIllで一部

を欠損する。 21は再利用土

製品(円盤状土製1[11'1) であ

る。

石器(第86図18)

B 

C 

A 

。l @ 
Bノ

マ/

A' 40.30m 

/一 第11同黄掲色土

18はへラ状石器で、両面

からの加工がある。 他に剥

片が多量に出ご!こしてし、る。

一羽町7ワヲ之とジ 第 2層 H青褐色土、焼土混入

11号住居跡(第13図)

調査区中央部で検出され

Tこ口

プランは佳2.2mのほぼ円

形を呈し、確認面からの深

さは 5cmで、壁はほぼ垂直

に立ち上がる。ピットは数

個検出され、壁際の 4f屈が

B 

C 

事乙許元竺コー 第3J函赤褐色二上、燐土多量混入

40.30m B 

第 l層 fliJ褐色土、炭化物混入

第2層 H古褐色士 c_' 40.30m 
第3J同褐色土、焼土混入

。 1 m 

第12図 1
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主柱穴と考えられる。炉は

土22埋設部、掘り込み、

段浅い掘り込みからなる。

土器理設部は深鉢形土器の

胴部を正立して埋設し、周

辺が火熱を受け赤変してい

る。掘り込みは楕円形を呈

する。一段浅い掘り込みに

はピットが認められ、壁に

接する。床はほぼ平坦で、

堅い。

出土遺物

土器(第40悶14、第51区1

112~ 114) 

出

A-

ヨ
第1層 赤褐色士、焼土多量混入
第 2層暗褐色土
第3層 H音褐色土、炭化物混入

A I主ノ40.10m

。
Aノ

14は炉埋設土器、{自は覆

土出土である。沈線区画の

磨消帯を施すものである。

LS¥し 弘 第 1層褐色土、ローム粒子混入
r一一一一一一一一一一J 、も4ι--.J l'- 0 1 m 

第13図 11

14は深鉢形土器の胴部で、地文はRL単節斜縄文である。

12号住居跡(第14悶)

調査区北側で検出された。

プランは径4.1mのほぼ円形を主乏し、 47・120・122号土拡と重複する。住居跡は46・47土拡に切ら

れているが、他は不明である。ピットは深い掘り方が4個検出され、主柱穴と考えられる。炉は石

間土器瑚設部、石組部、掘り込みからなる。土器埋設却は切り合いが認められ、古い埋設土器の上

部に石間を施し、新たに深鉢形二|二法を正立してある。周辺は火熱を受け赤変し、石組吉I~は南及び摺

り込み側側面に石組みが残る。掘り込みは一段浅い。!末は平坦で、全出的に堅L、。また、西側に石

の入った掘り込みが認められるが、性格については不明である。

出土遺物

土器(第41図15~18、第52関115~ 1l 8)

15 (新)・ 16(旧)は炉開設土器、 18は床面、他は覆土出土で、ある。沈線区画の磨消帯を施すもので

ある。 15は I~"l縁部がやや外傾する深鉢形土器である。顕在日に d条の沈線が巡り、沈線の上m~は稜線

となる。地文はRLR複節斜縄文(縦位IL~I転)である。 18は波状をなしやや外傾する口縁の深鉢形

土器である。 1:1縁 (flj暦消帯にはハ状のt!占 1)付けがみられる。地文はRL単節斜紺文(縦・斜位回転)

である。

-25 -



石器(第86図19・20)

19は石銀、 20は削器状石誌である。他に剥片が数}t~\ 出土している 0

13号住居跡(第15図)

調査院西側で検出された。

プランは長軸5.7m、短軸5.5mの楕円形を呈し、確認聞からの深さは30cmで、壁はほぼA直に立

ち上がる。ピットは深い掘り方のものと浅い掘り方のものが検出され、段に沿った深L、掘りブj5{屈

が主柱穴と考えられる。炉は石田土器埋設炉で鉢形土6~を斜f立に期設しである。底面は火熱を受け』

赤変している。床は段をもち、段はゆるく立ち上がる。

出土遺物

土器(第41 図19、第52図119~124)

19は炉理設土器、他は覆士出土で、ある。 19はrl縁部がゆるく外傾する鉢形土器である口 RL単節

斜縄文(縦位回転)を施した後に、棒状工具による沈線の直線・曲線で文様を作り出している。他

は沈線区画の磨消帯の施されるもので、経起線や京IJ突を施すものもある。

土製品(第102凶22)

再利用土製品(円盤状土製品)である。

石器(第86図21・22)

し、ずれも石簸で、 i河聞にアスフアルトの付着が認められる口他に剥片ーが多量に出土している。

14号住居跡(第16図)

調査区西側で検出された。

プランは径4.4mのほぼ隅丸方形を呈し、 88号土拡と重複する。確認而からの深さは20cmで、壁は

ほぼ垂i直に立ち上がり、幅15cm、深さ 5cmの周溝が認められた。ピヅトは数個検出され、深い掘り

方の 5{国が支柱穴と考えられる。炉は土器埋設部と掘り込みからなる。土時埋設部は切り合いが認

められた。古いj塑設土器の上部をこわして、新たに土器を埋設しである。新しい埋設土擦の内下部

には本土器の下半部が敷かれていた。周辺は火熱を受け赤変している。掘り込みは底闘が火熱を受

け、壁際が浅くなる。焼けた3個の石が確認された事ーから石組部であった可能性がある。床は平坦

で、全面的に堅い。

出土遺物

土器(第42悶20、第52図125~132)

20は炉埋設土器(上半分が埋設で下半分は敷かれていた)、他は覆土出土である。粘土紐を貼り付

けてその両側を沈線で調整するもの、沈静t区画の磨消帯を施すもの、綱引状撚糸文を施すもの、刻

線を絹白状に施すものである。 20は口縁部がやや外傾する深鉢形土器で、地文はLR単節斜縄文(縦

位回転)である。

土製品(第102図23~28)
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し、ずれも再利用土製品(円盤状土製品)である。

石器(第86図23~27)

23は縦型石匙、 24~26は削器状石器、 27は小形磨製石斧である。 f也に剥片が多量に出土している。

15号住農跡(第17図)

調査区西側で検出された。

プランは径5mのほぼ隅丸方形を呈し、確認面からの深さは40cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる O

ピットは数個検出され、深い掘り方の 6~ 7 {間が主柱穴と考えられる。炉は土器四設部、石組部、

掘り込みからなる。石組l~f)には炉埋設土器と考えられる土器が置かれていた。底面には石が組まれ

火熱を受けていた。掘り込みはやや浅く壁に接し、東・関側部に一吉I~焼けた痕跡が認められた。床

は平担で、全面的に竪L、が、地UIの{躍が露出していた。床が部分的に焼け¥覆土に焼士・炭化材が

多量に認められたが火災住居かどうかは不明である。

出土遺物

土器(第42図 21、第52図133~140)

21は炉埋設土器、他は覆土出土である。粘土紐を貼り付けてその両側を沈線で調整するもの、沈

線区間の磨消帯を施すものである。況は深鉢形土器の腕部で、地文はLR単節斜縄文(縦{立回転)

である。

土製品(第102図29)

再利用土製品(円盤~.犬土製品)である。

石器(第87図28、29)

28は削器状石器、 29は擦製石斧である。他に長IJ片が少量出土している。

自然遺体

炭化したとちの実が 2個出土している 0

16号住居跡(第四図)

調査区西側で検出された。

プランは長制15.8m、鎧軸5.3mの楕円形を呈し、確認而からの深さは20mで、援はほぼ垂誼に立

ち上がる。ピットは多数検出され、深い掘り方の 3個が主柱穴と考えられ、壁際のピットにつし、て

も柱穴と考えられる。炉は 1基の理設土器と、石囲土器埋設部、石組部、掠り込みからなる。土器

埋設部は深鉢形土器の胴音1)を正立して域設しである。周辺は火熱を受け赤変している。石組部は底

・側面が火熱を受け、側面に石が組まれている。掘り込みは一段浅く壁に接する。!末は平坦で、全

面的に堅い。

出土遺物

土器(第42図22・23、第52図141~144) 

22は複式炉埋設土器、 23は炉埋設土器、他は覆土出土で、ある。キ1fI~、粘土紐を貼り付けh るもの、沈
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線区j剖の磨消帯を施すものである。 22は深鉢形土器の胴部で、地文はRL単節斜縄文(縦位回転)

である。 23は複元不可能で拓本の掲載とした。

土製品(第102~ま130)

再利用土製品(円盤状土製品)である。

石器(第87図30~35)

30は石銃、 31は石錐、 32は話器、 33・34は削器状石器、 35は磨製石斧である。{世に長IJ片が少量出

土している。

17号住居跡(第四図)

調査区北側で検出された。

プランは長軸4.8m、短軸4.7mの変形ri高丸方形を呈し、確認面からの深さは20cmで、壁はほぼ垂

直に立ち上がる。ピットは数個検出され、監i擦の 6個が主柱穴と考えられる。炉は土器;埋設部、石

組部、掘り込みからなる。土器i埋設部は深鉢形土器の嗣部を正立して埋設し、周辺は火熱を受け赤

変している。石組古I~は底・側揺が火熱を受け、掘り込み側側街に厚味のある平らな石を据えである。

掘り込みは一段浅く壁に近くなる。床は平坦で、全面的に堅い。

出土選物

土器(第43図24 ・ 25、第53悶145~150)

24は炉埋設土器、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を施すものである。 24は図上復元した

もので、地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。

石器(第87図36~41)

36~38は石飯、 39~41は削器状石器である。他に長IJ 片が数点出土している。

自然遺体

炭化したとちの実が多量に出土している 0

18号住居跡(第20図)

調査iベ北側で検出された。

フランは長軸3.3m、短軸3.1mの楕円形を呈し、西側も一段浅く掘り込まれている。確認面から

の深さは20cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。また、西側は確認、面から深さ 7cmで、壁はほぼ垂は

に立ち上がる。ピットは数個検出され、柱穴は壁際の深い掘りブ14個と考えられる。炉は土器埋設

t5ljと掘り込みからなる。土器埋設在日は深鉢形土器の胴itljを正立して埋設し、周辺が火熱を受け赤変

している。掘り込みは底・側面が火熱を受けている。)末は平塩で、全面的に堅い。

出土遺物

土器(第43凶26~28、第53図151 ~154) 

28は炉埋設土器、他は覆土出土で、ある。口縁部文様帯にj盗帯を巡らし刺突を力IJ飾し撚糸圧痕を施

すもの、沈線IR匝iの磨消帯を施すものである。 28は腕部が強く張る深鉢形土器で、地文はRLR複
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節斜縄文(縦位回転)である。 26は腕下部に刺突が巡る。

石器(第86悶42・43、第90図117・118)

42は石飯、 43は掻器、 117は石皿、 118はくぼみ石である。 他にff~1J片が多量に出土している。

自然遺体

炭化したとちの実が 2個、胡桃が 21回出土している。

19号住居跡(第21図)

調査[Z北側、沢の縁辺部で検出された。

プランは径7.3mのほぼ円形を呈する。確認面カhらの深さは40cmで、壁は君主直に立ち上がり、 11I高20

cm、深さ 8cmの周溝が認められた。ピットは深い掘りガの 51闘が主柱穴と考えられる。炉は石間土

器i建設部、石組tm、摺り込みからなる。石田]土器埋設一部は切り合いが認められた。つまり、古し、埋

設土器をよ黒め、その上部に右[ftl埋設土器炉を構築している。周辺は強く焼け赤変してし、る。石組部

は底・側面が火熱を受けている。埋設土器との間に大きな川原石を配援し、側面には拳大の石を組

んでし、るが、まばらであり、抜き取ったものと考えられる。撮り込みは壁際まで掘られ、一段浅く

なっている。床は平坦で、全街的に堅い。

出土遺物

土器(第43凶29~31、第53岡155~164)

30は炉増設土器、 29は古い炉埋設土器の掘り方、 31 ・ 160~163はピット、他は覆土出土で‘ある。

半!盗起線文を施すもの、帝国い粘土紐貼り付け及び粘土組:に連続爪形文を施すもの、木白状撚糸文を

施すもの、口縁部文様帯に隆帯を巡らし刺突をし撚糸圧痕を施すもの、沈線区画の磨消帯を施すも

の、工字文を施すものである。 29は深鉢形土器の胴上半で、地文はLR単節斜縄文(縦@横位[註i転)

である。 30は深鉢形土器の胴部で、地文はLR単節斜縄文(縦伎回転)である。腕ド部は地文を施

した後にへラで整形を行っている。

土製品(第102図31・32)

再利用土製品(円盤状土製品)である。

石器(第87 ・ 88図44~49、第91図119)

44・45は石飯、 46・47は縦型石匙、 48は削器状石器、 49は磨製石斧、119は磨石である。 他に剥片

が多量に出土している p

石製品(第118図 5) 

軽石に孔を穿ったものである 0

20号住居跡(第22図)

調査i玄北側、沢の縁辺部で検出された。

プランは径7.3mのほぼ円形を呈し、 49・120号土拡と重複する。確認酎からの深さは40cmで、壁

は垂直に立ち上がる。ピットは深い掘りガのものと浅い掘り方のものが検出され、深い掘り方61悶
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が主柱穴と考えられる。炉は:fÏ凶士号i~ J:型設 rí'[~、石組立[)、掘り込みからなる。ごと 12坦設r:f[~は深鉢形土

器の!服部を倒立させて埋f没しである。周辺が火熱を受け赤変し、焼けた石が 1個確認された。石組

部は!底・側面が火熱を受けている。 fIは!底i面に数値*11まれているが、抜き取った跡が確認された。

掘り込みは一段浅く、壁に接する。!本は平坦で、、全体的に堅く、部分的に焼けた痕跡が認められた。

住居跡の覆土には廃棄された石が多量に混入していた。

出土遺物

土器(第44図32~35、第53 ・ 54図 165~174)

32は炉明設土器、 35・168・171は炉石組部覆土、 34はピット、他は覆土出土である。粘土紐を渦

巻~I犬に貼り付けるもの、沈線区画の磨消帯を施すものである。 32は腕部がやや膨らむ深鉢形土器で

ある。仁i縁/f[)より垂下する磨{rJ1帯の中程に内状の貼り付けを施す。地文はRL単節斜縄文(縦{立回

転)で、 33は波状口縁をなす深鉢形土器で、地文はLR単節斜縄文(縦{立回転)である。 34・35の

地文はRL単節斜縄文(縦位ILI!転)である。

土製品(第102図33~36)

し、ずれも再利用土製，IIi，(円盤状土製，1'11，)である。

石器(第88凶50~56、第91 図120~123)

50~53は石鎮で50は両面にアスフアルトが付着する口 54は縦型石匙、 55は削器状石器、 56は磨製

石斧、 120~122は石皿、 123はくぼみ石である。他に剥片が多量に出土している。

21号住居跡(第23凶)

調査区南側、沢の縁辺部で検出された。

プランは長軸3.2m、短軸3.1mの楕円形を呈し、確認聞からの深さは20cmで、壁は北側がゆるく

他はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは数個検出したが、柱穴は不明である。炉は土器埋設部、石組

部、拙り込みからなる。土器埋設部は埋設土器が抜き取られてし、る。石組部は全体的に火熱を受け

側面に石組みが認められた。掘り込みは一段浅く壁に近くなる。また、炉の東側に火熱を受け赤変

した部分と、石の認められる掘り込みがある。床は凹凸が著しい。

出土遺物

土器(第54図175~180)

すべて覆土出土である。粘土紐を貼り付けその両側を沈線で調整するもの、沈線i又!坦iの磨出帯を

施すもの、 Ifjr恒三角形の隆起線に 2個 1対の刻みを施すものである。

お器(第88図57~59、第91図124 ・ 125)

57はそi飯、 58は縦型石匙、 59は小形磨製石斧、 124は石錯、 125は磨石である。他に剥片が少量出

土している。

22号住居跡(第24図)

調査l正南側、沢の縁辺;"f[jで検出された。
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プランは長径3.1mの円形を呈し、南側が製鉄炉の周溝により切られ、西側が風倒木により破壊さ

れている。確認聞からの深さは20cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。幅15cm、深さ 5cmの周、持が認、

められた。ピットは数個検出され、深い掘り方の 4個(南西の柱穴は風倒木により破壊)が主柱穴

と考えられる。炉は石田土器埋設部、敷石石組部、掘り込みからなる。石凶土器埋設部は深鉢形土

器の下半部を正立して埋設しである。周辺は火熱を受け赤変してし、る。敷石石組部は底・側面に石

を組んでいる。掛り込みは一段浅く、周溝に接する。床はほぼ平坦で、堅し、。

A' 
38.20m 

ン第1層黒掲色土炭化物混入
第21冒補色土、ローム粒子混入
第3層 明褐色土、ローム粒子混入
第4用褐色土
第5層階褐邑土、炭化物混入

出土遺物

土器(第44凶36、第54図181~ 186) 

A 

1 

0よ

ぐL
第1層 階補色土、ローム粒子混入
第2慢 黒褐色土、ローム粒子混入
第31詩褐色土、焼土多量混入 . 
第4層 1情褐色土、炭化物混入 υ| 

一てよ干て7寸 f4/ 5 

B B' 
38.20m 

第23包 21号{主居跡

5
0
N
 

1 m 
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36は炉上IfI，没 j二問、他は霞土出土で・ある。沈線区画の磨消帯を施すものである。 36は深鉢形土器の

下半部で、地文はし R単節斜縄文(縦位!万i転) である。

(第88図60、第91図126)

60は石鉱、 126は 3聞に磨滅痕のみられる台右である。

Ai 

B: 

B 

A 

¥.i 

23号住居跡(第25図)

調査12<:南側の斜街で検出された。

<= 
己コ
Fつ

n白補色j二、ローム粒子混入 cxi 
黒褐色土 、l的

補色=l二、ローム粒 J-yJ芸人 υ! 
1ft補色土

製鉄炉

ム38.30m

第 l層
第2層
第 3層
第 4}関
B' 
38.30m 

ul 

黒褐怠土、炭化物混入
暗褐色土、ローム粒子浪入
極暗褐色土、炭化物混入
補色土

。 1 m 

プランは長軸4.3m、推定短期i13.5mを計る。 18引主肘跡向様西側にも掘り込みのみられる住居跡

で、斜面ゆえに南側の壁は検出されず、 86・87号土拡と重複する。確認面からの深さは北側で'20cm
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を計り、壁は垂直に立ちとがる。また、西側の掘り込みは15cmで、壁は垂直に立ち上がる。ピット

は数個検出され、深い掘り方4個が主柱穴と考えられる。炉iは石田土器埋設部、敷石石組i{J)、掘り

込みからなる。石四土器埋設r{r)は深鉢形土探の上半分を正立して埋設しである。周辺は火熱を受け

赤変している。敷石組部は底・側面に石が組まれている。掘り込みは一段浅く、底面にピット・石

が認められた。}末は平坦で、全面的に堅い。

出土遺物

土器(第45図37~39、第54関187~191)

39は炉埋設土器、他は覆土出土である。口縁部文係帯に撚糸庄痕及び隆起線の両側に撚糸圧痕を

施すもの、沈線区画の磨消Ji苦を施すもの、隆起線に 2個 1対の刻みを施すものである口 39は胴在日が

やや膨らむ深鉢形土器で、地文はLR単節斜縄文(縦位!亘!転)である。 38は注口土器である。 LR

.RL縄文原体を使用しており、体中央部は羽状縄文となる。 地文を施した後に磨消しを行い、頭

部に癌が 4個、体中央部に刻みのある砲が 3個付く。

石器(第88図61)

磨製石斧である。 他に剥月一が 9点出土している 0

24号住居跡(第26図)

調査区北側で検出された。

プランは長軸2.3m、短軸2.1mのほぼ構円形を呈し、確認、面からの深さは15cmで、壁は垂直に立

ち上がる。ピットは炉の北側に l個検出されただけーである。炉は石間土探埋設部、石組部、掘り込

みからなる。右四土器埋設奇j~は深鉢形土器の胴上部を正立して埠設し、周辺は火熱を受け赤変して

いる。石組部は底部が火熱を受け、埋設土器との間に平らな石を自己し、南側に拳大の石を組んでい

る。掘り込みはゆるく立ち上がり、壁に接する。床は平塩で、堅い。

出土遺物

土器(第45図40、第54図192)

40は炉開設土器、 192は覆土出土で、ある。 40は口縁在日がややタト傾する深鉢形土\?~:;:で、沈線 j叉画の磨

出帯を施す。地文はRL単節斜縄文(縦位[Lil転)であるが、施文方法が特徴的である口

石器(第92図127)

磨右である。他に長IJ片が3点目1二としている。

25号住居跡(第27悶)

調査区北側で検出された。

プランは径約3.5mの円形を呈し、確認面からの深さは15cmで、壁は垂直に立ち上がる。ピットは

住居内に 3個、外側に 1個検出されたのみである。炉は検出されなL、。床は平坦で、全間的に堅い。

出土漬物

土器(第54 [z1193~197) 
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A-
B-

A 第 l層褐色土
第 2層培褐色土

B 
第 l層 H音褐色士、炭化物多量混入

第2層褐名土、炭化物少量混入

el 

久一

A 
第 l層 暗掲色土、炭化物混入
第2層褐色土、ローム粒子混入
第 3層黄褐色土

全て覆土出土である。半隆起線で‘もって文様を

作り出すもの、刻線を網目状に施すもの、木日 ~犬

-A' 撚糸文を施すもの、沈線区画の磨消帯を施すもの
-B' 
である。

土製品(第102図37)

再利用土製!日I (円盤状土製品)である。

A' 

40.00m 

酒器(第88図62)

縦型石匙で、ある。 f也に剥片が3点出土してし、る。

26号住居跡(第28図)

調査区北側で検出された。

プランは長軸2.7tn 、短!~lh2.1mの楕円形を呈し

旦 確認面からの深さは8cmで、壁はほぼ垂直に立ち
40.00m 

上がるが、北側の一部は判然、としなL、。ピットは

3個のみの検出である。炉は検出されなL、。床は

、
同
lag-ιι

g
C叩
.
0叩

、
同

-Aノ

同

国|

A'40.40m 

スγ~
撹 O 1 m 
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平混で、堅い。

出土遺物

土器(第54国198)

覆土出土で、沈線区画の

磨消帯を施すものである。 A
B-

土製品(第102図38)

再利用土製品(円盤状土

製品)である。

27号住居跡(第29図)

調査区西側の斜面で検出

さ;feた。

プランはf圭4.5mのほぼ

円形を呈し、確認聞からの

深さは15cmで、壁はほぼ垂

直に立ち上がる。ピットは

数個検出され、深い捕り方

の41聞が主柱穴と考えられ

る。炉は石囲土器埋設部、

A 

B 

第 1肘 1It'f補色土
第 2}i?I 補色土、ローム粒 y.混入、
第 3肝炎褐5:1:
第 4}~手 県褐色 i二、炭化物混入、

第28図

-A' 
-B' 

Aノ

40.00m 

B' 
40.00m 

m 

石組部、掘り込みからなる。土器埋設部は切り合いが認められた。古い埋設土器の上部に、新たに

深鉢形土器の胴部を正立して埋設し、周辺は火熱により赤変している。石組部は側面に石が組まれ

ている。摘り込みは一段浅く、壁に接する。不整形を塁し底面には凹凸がみられるが、 J究乱を受け

たとも考えられる。床は平坦であるが、地山の擦が露出していた。

出土遺物

土器(第46図41・42、第54凶199)

41 (新). 42 (1臼)は炉理設土器、 199は覆土出土である。 41・42は沈線区画の磨消帯を施すものであ

る。 41は深鉢形土器の腕部で、地文はRL単節斜縄文(縦位凶転)である o 42は口縁部がやせ外傾

する深鉢形土器で、地文はLR単節斜縄文(縦二位回転)である。 199は粘土紐を貼り付けその両側

を沈線で調整するものである。

石器(第88図63・64)

63は縦型石匙、 64は削器状石器である。他に剥片が数点出土している。

28号住居跡(第30図)

調査区西側で検出された。

プランは長軸7.4m、短軸6.7mの構円形を呈し、 119号土拡と重複し、南側は風倒木によるJ究乱を
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第 11M 11音補色土
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受けている。確認面は北側が30cmをiHi)、擦はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは深い掘り方のもの

浅L、掘り方のものが多数検出され、深い掘り方の 6{屈が主柱穴と考えられる。炉は石間二i二 6{~開設部、

石組部、掘り込みからなる。石間土器埋設立[3は、服部がやや膨らむ深鉢形土器を正立して開設し、

周辺は火熱により赤変してし、る。石組部は底・側面が火熱を受けている。石はまばらであるが、抜

き取ったと考えられる。掘り込みは一段浅く壁に近くなる。床は平坦で、全面的に堅し、が、地I11の

擦が露出していた。

出土遺物

土器(第46図43~缶、第55図200~211)

43は炉埋設土器、 210は床閥、 206はピット、他は覆土出土である。細い粘土紐をTlrs-り付けるもの

半隆起線文を施すもの、沈線区画の磨消帯を施すもの、平行沈線文の施すものである。 43は腕部が

やや膨らむ深鉢形土器である。日縁部より垂下する磨消帯の下方を沈線で囲み地文を残している。

地文はRL単節斜縄文(縦位凶転)である o 44は三三脚付土器底部である o 45は波状口縁をなし、頭

部に段をもっ鉢形土器で、地文はLR単節斜縄文(縦・斜{立回転)である。 211はし、わゆる縄巻縄文

(付加条)である。

土製品(第100凶 1、第102図40)

1は無節斜縄文の施された土偶である。 40は再利用土製，'，[， (円盤状土製，W，)である。

酒器(第88 ・ 89図65~72、第92図128 ・ 129)

65は石鉱、 66~68は石錐、 69は援形状石器、 70は掻器、 71は削器状石器、 72は磨製石斧、128は石

皿、129は磨間のある台石である。 他に剥片が多量に上l::lことしている。

石製品(第118悶 3) 

細長い自然石の両端に、両面から孔を穿ったものである。装長Iji，I"I，と考えられる。

29号住居跡(第31関)

調査区西側の斜面で検出された。

プランは長Ip-il:!4.1m、短軸3.7mの楕円形を呈し、 34号住居跡と重複する。確認聞からの深さは北

側で'40cmを計り、壁は垂直に立ち上がる。ピットは数個検出され、深い掘り方41回が主柱穴と考え

られる。炉は土器埋設部、石組部、掘り込みからなる。土器埋設庁[3は埋設土器が抜き取られ、焼け

た痕跡のみが認められた。石組部は底・側面が火熱を受けている。石は底面に 1{閥、側面に数個長El

まれているが、抜き取られたと考えられる。掘り込みは一段浅く、壁に接する。床は平坦で、全面命

的に堅いが、地山の擦が露出している。

出土遺物

土器 (47園46 ・ 49、第55図212~215)

全て覆土出土である。沈線区画の磨消帯を施すもの、また磨消帯に稜線がみられるものもある 0

46は口縁部がゆるく外傾する鉢形土器で、磨消帯を稜線で画している、磨消部にベニガラが塗布さ

-52 



告写
.
0
守、叫

E
O
守
幸
、
剖

s
o
w
-占守
、〈

*'緬m・邑土<<RIII司IA
~ ! V ・8・a土
IU・ ‘a・!念、炭化精誕人
'..11 11)11邑土.!U混入
.51・9・色止.ローム'皇子演λ
4隊611 噂・~土
Ml.1jf ぷ網・E土、健.t多量:Rλ

.8'" "時1M
l!9W 噂凋!t.炭化鵠多.1侵入

己
/" 

119号土拡

③ 

③ 
@ 

go 

⑥ ③ @θ 

A 

やや・
h
4
5

・

-A' 

。

@ 

ぬ
⑧
@
⑮

@ 

⑨ 

Cダ

A-

鴫a・a土
鍋色土
~守.色J:

."・(1;1:.処土iU人
期尚也士、燥化物浪人

i! J.IIf 
第2柑
i!31!f 
揚<1'"
揮S綱

手也

@ 。@ 。

ul 

叫

句

ゆ

@。
。

、

。"" 2m 

28号f訂正静第30図



ゎ、
A 。、メ戸三三=司、

¥ 
9 29号住居跡

、ー-11 @ 
も

⑨ 

A 

且
L B てs2 。s-ー，-3・-ー』

E 

第JIIl1l29・34号位居跡

.5 

ÒI~耳

捕 lfi.l崎掲事2輔赤締邑芭1、炭化物多量浪人
揖3府提補色土.続土:t量浪人

土.ローム鈴子i!1人

、
、-A @ 

g 匂

~ 

A号糊Jヘミト
白1

.，・

.tI 比l

。。 -D' 
a 

、ι=致戸
、
<'_ 

"-1 

と39.70m

?7一 揖事21嶋W 暗崎補褐色色士、蹴It鞠i!1人

s・"プ。'.113廊崎揃 土
γ， 8 ~ 也~39.70 罰4輔摘掴邑土.使土浪人

m t 

第 1.101 拠裕也士、後二k浪人
.2liI I・色J;、U-k純子浪人 ρ ・Hf晴樹・色土‘ロ -ム後主役~.，砲入 2二 39.70ω
11"純 明銅色』ユローム.，隆士悦子縫人
11<5勝 俊僧色.t
第6司帰 Itl・色土，oーム処土II!-f切S人
犠7裕 綱色1..t1- ~込'"土枝子浪人
1118'" III調路包念、総陀物多・i健人

O 
L_ 

墨
h 

wfill 

l引

凶l

~2l断結 e士。総ft拘浪人
&3 輔 d債ーV縄‘.色色tSJt土K、、.eu"，'-bjムd'h鈴，‘ei子pRI浪人R 人
魯4掛 句人

人

2m 



れ、地文はLR単節斜縄文(縦位同転)である。

土製品(第102区141)

再利用土製品(円牒状土製，li，ll) である。

石器(第89図73~75)

73は石飯、 74は掻器状石器、 75は削器状石器である。他に剥片が多量に出土してし、る。

30号住居跡(第32図)

調査区西側の斜面、沢の縁辺部で検出された。

プランは長軸4m、短lp-rb3.6mの楕円形を呈し、確認聞からの深さは北側で35cmを計り、壁はほぼ

垂直に立ち上がる。ピットは数個検出され、壁際の 4個が主柱穴と考えられる。炉は土器埋設在日、

石組部、掘り込みからなる。土器埋設部は、二重(二個体)に埋設し、周辺は火熱を受けている。
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右組部は!底部が火熱を受け、側面に石が組まれている。掘り込みは一段浅く、壁に接する。また、

不整形を呈し底面に間部がみられるが撹舌しの可能性も考えられる。床はほぼ平坦で、全面的に堅レ。

出土遺物

土器(第47図47・48・51、第55図216・217)

47 (内側)・ 48(外側)は炉埋設土器、他は覆土出土である。沈線区画の磨消帯を施すもの、カキ H

の施されるものである。 47は口縁部が内湾、する鉢形土器で、地文はO段多条の被節斜縄文(縦位回転)

である。 48は深鉢形土器の胴部で、地文はLR単節斜縄文(縦位回転)である。 51は深鉢形土器の

胴下部で櫛状工具で直線、曲線にカキ日を施す。

石器(第89図76)

横型石匙である。他に長IJ片が数点出土している。

31号住居跡(第33図)

調査区西側の斜面、沢の縁辺部で検出された。

プランは筏は3.7mのほぼ円形を呈し。確認、面からの深さは北側で、50cmをま1-1)、壁はほぼ垂直に立

ち上る。ピットは数{臨検出されたが、規則的でない。炉は石田土器開設部、石組部、掘り込みから

なる。石囲土器場設部は深鉢形土器の胴部を正立して理設し、周辺が火熱を受け赤変し、二~三三重

に石を組んでし、る。石組音[)は底面が火熱を受け、数個の石が組まれている。掘り込みは石組部と同

じベノしである。床は平坦で、全面的に堅い。床の一部及びピットの外周に焼けた痕跡がある事:や、

覆土に多量の焼土・炭化物が認められた事ーなどから火災住居の可能性がある。

出土漬物

土器(第47図50、第55図218~223)

50は炉理設土器、他は覆土出土である。口縁部文様帯に撚糸圧痕及び隆帯の両側に撚糸FE痕を施

すもの、粘土紐を貼り付けその両側を沈線で調整するもの、沈線区画の磨消帯を施すものである 0

50は深鉢形土器の胴部で、地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。 223はし、わゆる縄巻縄文(付

加条)である。

石器(第89図77~82)

77~80は右簸で、 77の片岡にはアスフアルトの付着が認められる。 81は縦型石匙、 82は援形状石

器である。他に剥片が多量に出土している。

32号住居跡(第34図)

調査区中央部で検出された。

プランは径5.8mのほぼ円形を呈し、 106・107号土拡と重複する。確認、面からの深さは30cmで、壁

はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは数個検出され、深い撮り方の51闘が主柱穴と考えられる。炉は

西側と北側に検出された。西側の炉は土器埋設部、掘り込み、一段浅い掘り込みからなる。土器埋

設部は埋設土器が抜き取られ、周辺には火熱を受けMた痕跡が認められた。掘り込みは底・側剖が火

58 -
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熱を受けている。一段浅い掘り込みは不整形を呈する。北側の炉は土捺土壇設部、掘り込み、一段浅

し、掘り込みからなる。土器培設部は先に住居の中央側に埋設した土器を抜き;取り、新たに北側に深

鉢形土器の上半分を正立して埋設している。周辺に火熱を受け、石が l個認められた。また、古い

土器埋設部の底面には、埋設土器の破片が残っていた。掘り込みは底・側面が火熱を受け¥古L、炉

の掘り込みも認められた。一段浅い掘り込みは不整形を呈し、壁に近くなる。床は平坦で、全体的

に堅し、。護士に礁を含むロームが多量に堆積しており、107号土i広及び60号土拡の掘り方の土を捨て

たと考えられる。

出土遺物

土器(第48図52、第55 ・ 56図224~231)

52は炉埋設土器、他は覆土出土である。五IUl、粘土紐を貼り付けるもの、撚糸圧痕の施されるもの

沈線区画の磨消帯を施すもの、工字文の施されるものである。 52は 1:1縁部がやや開く深鉢形土認て‘

頭部に一条の沈線が巡る。 地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。

土製品(第102図42)

再利用土製品(円盤;[犬土製!日)である。

石器(第89図83~85)

83は石簸で阿佐iにアスフアルトの付着Lが認められる。 84は石錐、 85は磨製石斧である。他に剥片

が多量に出土している。

33号住居跡(第35図)

調査区南側の緩斜閣で検出された。

プランは径5.5mのほぼ円形を呈し、 118号土拡と重複する。確認、聞からの深さ北側で35cmを計り

壁はほぼ垂直に立ち上がる。ピットは数個検出され、深い掘り方6個が主柱穴と考えられる。炉は

土器埋設部、石組部、掘り込みからなる。土器埋設 itr~は深鉢形土器の下半分を正立してやや斜めに

煙設し、周辺は火熱を受け赤変している。石組在日は底面が火熱を受け、西側面と南底面に石が組ま

れてし、る。掘り込みは一段浅く、壁に接する。 r幅広の不整形を呈するが、斜面である為に検出状況

は良くなカ追った。 1末は若干凹凸が見られ、地山の擦が露出してし、た。

出土遺物

土器(第48図53~55、第55区1232~248)

54は炉埋設土器、他は覆土出土で、ある。 rJ 縁 rfl~文様帯に撚糸!王痕及び‘隆起線の両側に撚糸JE痕を

施すもの、隆起線文を施すもの、沈線区画の磨消帯を施すもの、 li計百三角状の隆起線に 2個 l対の

刻みを施すもの、綱目状撚糸文の施されるもの、刻線を網目状に施すもの、カキ j三!を施すものであ

る。 54は胴却に膨らみのある深鉢形土器で、地文はRL単節料縄文である。 53は手づくね二日張。 54

は小形の査形土器である。

土製品(第100図 2、第102図43・44)

- 60 -
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2 は刺突を施す土偶で、性6i~ と忠われる盛り上がりをÞI~i り付けてし、る。 43 ・ 44は再利用土製1'11'1 (円

張状土製1'11'1) である。

石器(第89図86~94、第92図 130 ・ 131)

86~87は王子飯、 89は石錐、 90 ・ 91 は縦型右匙、 99は横型行匙、 93 ・ 94は磁器、 130はくぼみ石、 131

は石錘である。 他に奈IJJ十が多量に出土している。

34号住居跡(第29悶)

調主主 I;{rむ側の緩斜面で検出さ J1J~ 。

プランは径2.5mの円形を呈する。 29号住民跡と重複しこと層断同等で明確な新|日関係をつかむ事

が出来なかったが本住民が切ってし、ると考えられる。確認面からの深さは北側で50cmを計り、壁は

ほぼ垂直に立ち上がる。ピットは数倍!検出され、壁際の 4個が主柱穴と考えられる。炉は土器埋設

/fliと石組市カミらなる。土器開設，:¥l:;は深鉢形土器を正立して埋設し、周辺が火N¥を受け赤変している。

石組/'il)は底面が火熱を受け¥側面に石が組まれている。床は平坦で、全面的に堅い。

出土遺物

土器(第49図56~58、第56図249~251)

56は炉一埋設土器、 57はピット、 58は床面、他は覆土出土である。粘土組を員1]1り付けーその両側を沈

線で調整するもの、沈線区画の磨消帯を施すものである。 56は汀縁吉[:;がやや開く深鉢形土器で、地

文はRL単節斜縄文(縦位['11転)である。 57は口縁部が外傾する鉢形土器で、地文はRL単節縄文

(縦位i註l転)である。 58は胴却にやや膨らみのある深鉢形土器で、胸部にRL単節斜縄文(縦位i豆i

転)が施される。

石器(第90図95、第92図132~134)

95は石跡、 132はくぼみ石、 133は石皿~I犬石器、 134は磨石である。他に長IJJ十が少量出土している。

35号住居跡(第36凶)

調査l又中央白1;で検出された。

プランは径 3mのほほ円形を呈し、確JiZi面カ込らの採さは20cmで、壁はほぼm誌に立ち上がる。ピ

ットは数個検出され、壁|怒の 4{I~ が主柱穴と考えられる。炉はごと器:J:m~~gl)，石組 tfl~、掘り込みから

なる。 土器埋設t;:[jは鉢形土器の上半tfljを正立して開設し、周辺が火熱を受けてし、る。 石荘lrmは底が
火烈を受け、埋設土出との!日1に厚味のある、iλらなfiを据えである。掘り込みは一段浅く、壁に近く

なる。床は平坦で、堅レ。

出土遺物

土器(第49図59 ・ 60、第561玄J252~254)

59は炉埋設土;器、 60はピット、他は復!こ出土て、ある。沈線L><_:，tljJiの暦消帯を施すものである。 59は

仁i縁 ii'じが内湾する鉢形土器、地方はRL単節斜縄文(縦位[I:'J転)である、 60はRLR複節斜縄文(縦

{立["1転)を施し、底部に網代痕をもっ O
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石器(第90関96)

縦型石!さである。 f也に長IJ!，-が数点出二iこしている。

36号住居跡(第37悶)

調査[){東側で検出された。

ブランは長IflAl2.7m、短!lIrh2.4mの楕円形を皇し、確認而からの深さは10cmで、抵はほぼ垂直に立

ち上る。ピットは数個検出されたが、柱穴は不明である。炉は土i{i)::l:目立tmと掘り込みからなる。土

点出土している。

37号住居跡(第38悶)

調:在民西側の斜面で検出されt~o

フランは径2.5mのほぼ円形を呈するが、 i有壁は斜面ゆえに検出されなかった。確認、面からの深さは

Ri'i開設m5は鉢形士号iT(復厄不可)

をよ型設し、周辺が火熱を受けて亦

変している、掘り込みは楕円形を

呈し、ビットが認められる。また、

炉の北東側にも土器上m設炉が検出

され、周辺が火熱を受け赤変して

いる。床は一部に凹凸が認められ

たが、他は平坦である。

出土遺物

土器(第56関255・256)

し、ずれも覆土出土で、沈線区画

の磨消帯を施すものである。

石器(第90区)97)

縦型石匙である。他に剥片が4

民
@ ul喜
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刊
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第11('I r品色1:、ロムF(hl{人
者}2 ~;'1 溺色 u;!化物Ilt人
年~ :1 ~:'í J!{(掲色1:

北側で'30cmを計り、壁はほぼ重点に立ち上がる。ピットは数個検出されたが、柱穴は不明である。

炉は土器瑚設立[5 と、掘り込みからなる。土器埋設r'~:I)は深鉢形土 i~?fの腕 ßT5を輪切りにして埋設し、周

辺が火f;!¥を受け亦変している。掘り込みはほぼ円形を呈し、深さ13cmを計る。床は平坦であるが、

地1[1の傑が届出してし、た。

出土遺物

土器(第49図61、第56図257・258)

61は炉埋設土器、他は覆ごl二出土である。沈線区画の磨消帯を施すものである。 61は深鉢形土器の

服部で、 RL単節斜縄文(縦位L'ili転)が施される。
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2 

\~とグ

3 

7 

2号住居跡炉埋設土器
3号住居跡炉埋設土器
3号住居跡床面
3号住居助覆土
4号住居跡炉埋設土器
5号住居跡炉埋設土器
6号住居跡炉埋設土器

1
2
3
4
5
6
7
 

6 

lOcm 。
器土土出
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第39図



8 

¥ 

9 10 

11 

12 

13 

8 7号住居跡炉埋設土器
9・10 8号住居跡覆土
11 8号住居跡炉埋設土器
12 9号住居跡炉埋設土器
13 10号住居跡炉埋設土器
14 11号住居跡炉埋設土器

。 10cm 
14 

第40図
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第42図
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20 14号住居跡炉埋設土器
21 15号住居跡炉埋設土器
22・2316号住居跡炉埋設土器

。

21 

10cm 

器土土出



24 

28 

¥ 

-73 

26 

つに
ム_cノ

くJ
27 

24 17~手住居跡炉埋設土器
25 17号住民跡覆土
26・2718号住居跡覆土
28 18号住居跡炉埋設土器
29 19号住居跡炉
30 19号住居跡炉埋設土器
31 19号住居跡ピット。 10cm 
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32 20号住居跡炉埋設土器
33 20号住居跡覆土
34 20号住居跡ピット
35 20号住居跡炉石組部覆土
36 22号住居跡炉埋設土器

。 lOcm 

器土土出



38 

37・3823号住居跡、寝土
39 23号住居跡炉埋設土器
40 24号住居跡炉埋設土器

。

器土土出内構遺

-75 -

40 

10cm 



42 

明
L14 

45 

41 27号住居跡炉埋設土器
42 27号住居跡炉埋設土器
43 28号住居跡炉埋設土器
44・4528号住居跡覆土 。 10cm 

内
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46 

49 

46・4929号住居跡、覆土
47・4830号住居跡炉埋設土器
50 31号住居跡炉埋設土器
51 30号住居跡覆土

。 10cm 
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52 32号住居跡炉埋設土器
53・5533号住関跡、覆土
54 33号住居跡炉埋設土器

第48図 遺構内出土土器
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土法一 覧 表

轟 号
担 慎 (帽}

員柚 鑓軸 漂さ
子 iiM帳面形 出 士 遭 鞠

1りL航 186 172 l:!ll 惰門形 聾 状 宮司河凶お9'26. !I'~盟関盟副6 .287.縄文開閉正 {円筒

下痢d式)、都90凶咽{石織}

2 90 88 40 不 暫形 世 状 揖健闘舗8-軍捕、縄文中期末();:水10式}

3 抽 70 28 断円 形 鍋 11:1~ 割82凶291、縄文

4 99 81 18 術円 形 鍋 lI:状 都82関鈎2、創立'1・削

5 135 62 16 長 1匝 肌 状 縄文

6 89 81 :!ll 楕円形 鍋 底状

? 93 13 円 形 提 状 掠79凶261・お章、購8屯閥的服、縄文中鵬末t大本10.0¥:)

8 1ω 剖 1偲 術 円形 員 状 'l!82lm94-2!路、縄文中期車t大本10式に !f，92Sl

13S( <ぽ;"&1

9 宮E 15 n 形 鍋 底状 lN21J11m・郷、縄文中期末《文相O式}

10 回 包 拘 形 .a状 場皮飽目。1.縄文中.....I:(大'*:10式』
II 83 指 55 機円 M 聾 tt 都健1却耳障、崎.toI・...."'<土木10式〉

12 77 35 問 司届 輔底 状 鵬低血以氾・絡し崎支

13 相 18 35 務門形 鍋底 状 航821湾関陣・J06、縄文・←納ま

14 150 122 18 情同形 lIIl 状

15 110 20 門 '陣 鍋 底状 縄文

16 88 70 円 形 袋 状 割¥82闘307・308、縄文中期末{犬木10主勺

17 1aJ I市 担} 情門形 鍋 底状 111821>4309、縄文前期末(古水6式}

18 曲 16 門 F陣 織 広状 縄文

19 88 83 42 柄 拘形 捷 状 <1182同1310-312.縄文中期本、君臨92隠136(軍事石下

:!ll 93 33 内 溜 乎 民 第82国313.314.縄文中餓草();:本10式1、

a鹿町腕時・2咽 (1j1l)、串鋭凋 101(石.>

21 観 39 円 ー歯 聾 状 都留申書315.咽宜中問主

22 飽 56 内 ー踊 喪 状 lMZ儲316.縄文

n tω 95 40 栴円膳 鍋 底状 鱗健闘317-3:!ll、縄文中期末{士...10式}

24 132 88 22 R陣門 彰 鍋眠 状 続お綱321、縄文

お 1∞ 87 42 機門形 鍋 底状 都鈎陶322・3zl、縄文中期{大本8b式・大本10式]
お 制 53 円 形 袋 状 鰐お凶324、縄文中期末().;水1M)

27 105 75 13 術 円形 鍋fIl;状 締ω肉3お、側主中期末(大;1(10必

26 l偲 31 門 '陸 鍋 底状 11183岡田26・327、縄文中鱗末(大木10式)

29 伺 18 円 形 鍋 底状 縄文

30 98 16 円 M 1111量状

31 88 II 内 惜 鍋 底状 11183図328‘縄文中期末().;本10式)

ー 町 ー



• 号 腺慎 f咽 1長軸 銀軸 費量t!
干岨 形 断面軍事 出 土 渇 物

32砂土紘 2ω 91 18 附 1・l形 "'i' E正 第83鴎329句:l31、縄文中期水():;本10式)
33 9宮 82 38 -f:酔 形 続 紙状 !s83随332・ぉa、縄文中期末(よぶ10式)

34 Iω 83 20 情門~ 鍋底状 第83肉お4・おS、縄文中期AH犬木10式}

3s 回 28 門 M 鍋 IA紋 篤郎鴎338-お私縄文中捌-I((x木10式〉

36 82 15 門 層 鍋底 tI: !i'，8割誼耳目・湖 、縄主中期永<.1，本10式}

'SI 172 1臼 50 情 円 形 鍋底 技 事ぉ1ill341・342.碍Z中期末f大ぷ10.如、

第101凶12(念鴨MI

38 lω 75 12 禍 1"瀞 筒 底状 ‘i~ 
39 95 83 52 情 f'fM 袋 状

40 123 105 ω 附円 M 袋 官民 自官邸闘剖3田3<14、縄文"'JIlIA((**IO式)

41 2a 105 65 間円形 ilI底状 都内随263・鑓4、縄文唆鵬

42 82 58 18 情 円形 鍋底状

位 58 55 18 
fti '" ~ 鍋 底状

44 127 'SI 円 百S 鍋底 状

45 118 105 ヲ酷 楠円形 冒量 状 事再商協謹畠盟革、砲事3鴎訓5.346

縄文中期"，(人本10式}、縄文晩期

46 lお 1お 69 情ドl形 提 状 ;179図お7・お8、解83凶訓7・出8、

縄文中別事{犬木1M ).縄文晩期

事90関10以ii雌)、揖92掴137(<ぽ>，.hl

47 1:却 1:出 初 州 1'1蝉 官民 状 欝83箇拍9・350、縄真中断，1((大木10式)

48 136 1岨 13 楠 円 岬 鍋 底抗 縄文

49 13S 112 142 栴 円彬 聾 ~ 第79筒舗9、嶋宜中悶.!<().;本10式}

拍 掛 31 内 ー，鍋底 tt第回底活1・3s2、・ :l:illoll，f(().;A時 点j

51 73 切 官畠 陶 ，.，蝉 第83凶お3、縄 文中期"'().;A<IO式}

52 お 77 35 柵1"砂 司号 哩k 第83関お4・ぉS、縄文中削J1(人本10式]

53 105 叩 39 禍 rl騨 揖制伺型国、縄文中削t大ぶ8b式}

54 155 145 39 円 階 調割闘357、縄文中山l軍().;水10式〉、

第1∞凶7(三内紗土拠品)

55 I曲 140 22 '"門撒 織底 tt

56 制 85 25 情 1'1蝉 賜綱湖、縄文中間.1((人A<IO式)

51 1健 95 38 傾 向 蝉 鍋 底 抗

鵠 120 1缶 7 情円 形 司F 唱昆

鈎 lお 113 宅阜 111 ，.，形 提 状 第制儲泊9・3由、縄文

ω 170 1お 85 fIj ，.， M 民 状 節制問381-おh縄文中期末().;水10式)、

軍92鋼138(僻li)

一 曲 一



需 暗
規 Il! {開)

長軸 鮫軸 様さ
干碩溺 断 面影 al 土 迫 物

61ザ上広 118 113 28 柑t問鮮 鍋 iま.fJt縄文

位 18 72 30 術 円 形 1L .... 
63 ISl 65 IS 不 盤 帯 線 網 お5-367純 士、郷92即時阿倍桁)

制 15.1 92 31 民 務

65 92 71 21 4古門耳5鍋 底状 縄文

66 11:1 110 18 情 門 M 鍋 眠状 調羽4~弘祐8、縄文中期車{大木10式)

67 lω 48 円 階 平 唱主 !fl80加古70、111白鴎369-373‘縄文中湖東{大木10式}

11110告岡崎t抑制刷士制品}

68 お 76 18 1市内務 鍋 I!li状 縄文

回 114 87 25 附 rqm 

70 65 60 16 t百円形 鍋 自主状

71 75 ω 4'，1 陥 円形 司& 官t 第白鴎374、判定

η 115 72 宮Z 附 円形 鍋 紙 状

73 78 56 15 術 円 形 'l' 唱邑

74 138 133 14 附 I・1形 平 ‘ま
75 63 帥 18 l町内 形

76 175 105 19 員 m 平 Il: 
77 18 65 n 附円 形 鍋 底 割;

78 咽 87 15 不 盤 形 鍋 I'E枚 第制l週375-3η、縄士前期末、中期

79 世} 初 40 衛 門 醇 鍋 底:v: 縄文

80 E部 E曲 12 4ミ世 陪 縄文

81 75 65 ，17 制丸Jj形 袋 状 却劇的378、純文

82 83 曲 27 .. ， 円形 鍋民放 司砲4闘針9.縦宜中JOJl転{大本10式}

83 118 1剖 16 ぶ 盤 解 ;~ I'E 縮刷閑却0、組i文中JUJ末{大木10式}

制 l臼 138 143 術門 彬 岬，、巴 .fJt 第84凶鴻1.382、JIIlJ<:<j> J田正{大.1<10式}

11190凶103(，-i錐}

85 曲 50 38 偶丸方串 パ伊 γ.fJt 第制凶383、縄文中l闘車<-"*10式}

86 65 27 I'l R望 干 経

87 38 17 門 路 鍋 E量状

88 78 74 蝿 不 世 形 提 状 <il80鴎273-275、'llSS凶お4、純庄中期京{大木10式〉

抑制憐l制{{j厳}

89 64 51 23 的 円 形 司£ 氏 串筋肉羽5・"断、縄文醐閤末{大本6刻、揖宜中閉.!i(大本10式)

90 148 情 鵠 不 整酔 鍋 tE状 側主

91 123 41 43 満 状 U宇状 繍~

92 ~ーI 32 I Pl 豊喜 連合格状 第SS随389、縄文

ー曲ー



11 号
t量I!I (.帽)

E敏 E車軸探喜
+'面形 断 面形 出 土 遺 物

93培土砿 69 62 19 情円 1静 鍋 底状

94 4s 18 門 JI1 富島底状 第85関3冊・391、縄文

95 55 46 16 情 1'1111 鍋底状 縄宜

96 曲 同 円 形 鍋 底状

割 I初 同 a4 量 穆 l' 底 事8s包綿.392・3録、縄文.UII剣士制式}

111気》儲1也 f石由旬、l蝿(l':i撞}

98 n お IS 敬礼民略 鍋底 抗 第9O!lII107(百自民}
開 58 53 16 州 内砂 判手 氏

l∞ Z叫 156 22 小 鴨 111 織ra:状 都85肉3刷、縄文中JIII，j((火水1M )
101 I∞ 6s 門 略 袋 状
102 l蝿 38 15 構 状 餓 底状

103 回 割 28 附円形 鍋眠状

1制 107 95 26 附 阿 M 平 箪 第8s留軍器・3輔、縄文中期末t大本10ね

105 1回 131 30 鋼 円形 鍋底 抗 111'銀閣t岨tぉll)

t国 1崎 96 53 欄 1'1. i' 唱E 事属商宮71'%7宮f褐.縄文睡鵬、書1田沼岨11'1拘周土11品1

、司R l曲 150 19 砂 聾 状 第85鴎3'n、縄文中餓点(.k水JO式J、

!II剖図10i)(百組}、都宮3閃t咽(<ぼλ石)

106 68 17 1・3 鴨 鍋 底状

tω 140 I【E 20 楠 1可肺 5ド 底

110 70 58 21 附円形 第85関3田.31胤縄文中間，j(()(木10式3

111 53 42 15 情内 静 鍋底 抗 第剖肉m.1II宜
112 85 76 13 何町内 11 鍋底 ~

113 回 幻 rl o 鍋底 抗

114 曲 制 30 不 聾 鯵 鍋底 抗

115 l掛 114 11 不 瞳l1 鍋 底状 事8s陶抽・柑1.縄文ψ続車{人味10式)、車弱肉141(膚百}

116 128 73 13 不 明~JI1 鍋 底状

117 270 105 50 -I'II!M 繊 縫:IJ:

118 228 l初 12 本 盤 M l' 寂

119 250 l却 15 不 量 M f 底

120 冨車 巴却 10 栴 門蝉 'l' 官量 第8s筒・02'403・《国‘縄文前期車{大本6式』

縄文中JIII;f'(*.iaoえ}

121 富島 官辺 4s 情 円 高掛 語専 E 第85鼠4制崎縄、縄文中JIII，j[(大本脱却

122 400 2拘 品 摘 1'1形 ギ 底 第85肉407-410.縄文摘JIII，j((犬木6お

縄文中剛.11();;A<10点}

書~93自1棺<<ぽみw 、 143 (石締}
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第2M lIir褐色土、ローム杓子混入
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埋設土器遺構(第九回)

11個検出され、全てローム而で確認された。深鉢形・鉢形土器の堵設で、 6号上里設土器の北東側

には掘り込みが、 7号埋設土22のい!りには石が認められた。

炉(第74図)

2 基検出された。石間をなし、火熱を受けh ている。第 2 層的i倹 IH で、 {ì~)?;-の壁、柱穴は検出され

なかった。

製鉄炉(第75図)

調査区南側、沢の急斜耐で検出された。炉は楕円形を呈し、末広がりとなる。残存壁高は65cmで

援は内湾、気味に立ち上がる。 2~ 3 cmのスサ入り粘土を鮎り付け、 2~3 [ílJ の貼り付けが認められ

る。高熱を受けカチンカチンに焼け¥上部はガラス状と化してしる。また、壁全面には指の跡が認め

られた。 rJi底は南に緩傾斜し、前庭部の壁とともに火熱によりガチンカチンである。炉を画iす溝が西・

北・東側に認められた。持は確認、面から北側が最深 1mを計り、沢の方へ若干傾斜する。排水溝と

考えられ、 22号住民跡を切っている。ピットが数個検出されてし、るが、性格は不明である。

炭焼窯(第76図)

調査区南側、沢の縁辺市で検出された。窯体は全長6.5m、最大rlr高1.3mを計る地下式である。当

初はトンネノレ状に掘られていたが、調査中に崩落してしまった。窯は作 f)変えが認められ、検出さ

れた底面は古L、もので、新しい底面は20cm上で、ある。煙出しは先端と左右両側にある。先端の煙出

しの西側には、煙出しを作ろうとして途中まで掘った痕跡が認められた。窯改築時に幅を広げた際

煙突状に掘られた煙出しの一部が崩れ、粘土及び鉄倖などで補修を行ない、新しい底面のやや上か

ら煙排出の口が作られていた。焼成i:'fI1には取り出さなかった炭が整然、と認められた。材の長さは50

~60cmで、詑状の工具で尖らせたものである。燃焼討11は火熱により壁が赤化していた。前)定 ~mは沢

の斜i固にある。煙出しの補修には鉄時;も使用されており、西側に検出された製鉄炉との関係が考え

られる。

その他の遺構(第77図〉

調査i正南側の斜面、沢の縁辺白1)で、検出された。沢へ向かつて末広がりとなり、深さ60cmを計る。

沢の地形を利用したと考えられる。 109号土拡を内包し、

出土遺物

土器(第85図411~416) 

多量に混入していた。

全て覆土出土である。沈線rx~ [iij の磨消帝を施すもの、平行沈線を施した後に縦位に 2 条の列点文

を施すもの、入組文の施されるものである。

出土土器

遺構内、遺構外の土器について、群に大別し類に細別して述べてみたい。

1群土器

-109 -
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1 類 (53民157、第55図200 ・ 225、第85図385 ・ 392、第94ほJ426、第95図427~432)

志郎、粘土紐を直線・鋸街状に員占り付け、平行する隆線に半裁竹管状工具内面による連続爪形文を

施すものである。器形は鉢形で、口唇部がくの字状に折れるものもある口 426は国手部である。

2類(第52図141、第55図224、第83図351・352)

漏れ、粘土紐を貼り付けるもので、 1類のように鋸歯状の貼り付けや連続爪形文を施さなし、もので

ある。器形は鉢形である。

3 類(第53図155 ・ 156、第85図393、第95図433~435)

組j¥，、半裁竹管状工具内面による半経起線文を施すものである。日縁吉1)に縦・斜位、口唇部・口頚

部に横走する半隆起線文を施して文様を作り出す。口縁ffl3がくの字に折れる鉢形土器もみられる 0

435は半隆起線の上に細L、粘土組:を格子目状に貼り付けている。

4 類(第54図193 ・ 194、第55図201、第85図402 ・ 403 ・ 407、第95図436~438)

半裁竹管状工具内閣による半隆起線文を施すもので、半隆起線は三角形及び菱形にも区画されて

いる。口縁部がややタト傾する鉢形土器が多い。

5 類(第51図85、第53図 151 ・ 159、第78図259 ・ 260、第95図439~445)

頭部経帯に刺突を施し、 1:::1縁部に撚糸圧痕及び単軌絡条l王痕を施すものである。器形は深鉢形で

器肉が厚い。地文は撚糸文、木iヨ状撚糸文、単節斜縄文などである。 260は波状r::r縁をもっ深鉢形土

器で、口径33.6cm、高さ45.8cmである。

8類(第54図196、第84国375、第85図388)

木白状撚糸文の施されるもので、深鉢形土器である 0

2群土器

1 類(第54図187、第55図218 ・ 226、第56図232 ・ 233 ・ 235、第95図446~450)

1:::1縁部文慌帯に粘土紐貼り付け及び撚糸圧痕を施すものである。撚糸圧痕は平行、渦巻状に施さ

れ、隆起線の両側も撚糸[:[三痕を施して調整している。器形は鉢形@浅鉢形のものがある。

2類(第41図19、第51区196、第52図125・133、第53区3165、第54図175・199、第55図219・220、

第56区1234 ・ 249、第83図322、第84図356、第95 ・ 96図451~463)

粘土紐をJUiり付けてその両側を沈線で調整するものである。沈線で調整された経起線は円形文・

渦巻文となる。器形は深鉢形土器で、器i勾が厚く、口縁部がくの字状に折れるものもある。また、

沈線による直線・曲線で文様を作り出すものもある。

3類(第50図63・64)

粘土組貼り付けによる円形文や、沈線を直線@曲線的に施すものである。王子縁口縁の鉢形土器で

ある。

4 類(第39図 1~3 、 5~7 、第40図 8 ・ 11 ・ 12 ・ 14、第41図15 ・ 16 ・ 18、第42図20~23、第43

図24~31、第44図32~36、第45図39 ・ 40、第46凶41~43、第47図46~50、第48図52 ・ 54、第49関56
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~61、第50図67~84、第51 図86~88 ・ 90~93 ・ 97 ・ 98 ・ 100~104、第52区1 1l5~124 ・ 126 ・ 127 ・ 134

~140 ・ 142 ・ 143、第53図 145~150 ・ 152~ 154 ・ 160~163 ・ 166~170、第54凶 171~174 ・ 176~178

・181~183 ・ 188~192 ・ 197 ・ 198、第55区1203~205 ・ 212~217 ・ 221 ・ 222、第56!zJ227~229 ・ 236~

241 ・ 250~258、第79図269、第80図270、第81 図280 ・ 281、第82図286 ・ 288 ・ 293 ・ 301 ・ 302 ・ 305 ・

307 ・ 308 ・ 313 ・ 317~320、第83[玄1323~327 ・ 329~350 ・ 353 ・ 354、第84!玄J357 ・ 358 ・ 361~364

368~370 ・ 376 ・ 379~383、第85 1Zl 384 ・ 387 ・ 394 ・ 395 ・ 397 ・ 398 ・ 400 ・ 401 ・ 404~406 ・ 408~412、

第94図421 ・ 424、第96~98凶465~519)

地文を施した後に、沈線区匝iの暦消帯を曲線的に施すものである。磨泊帯は、 J字状・ U字;1犬 a

S字;1犬 e 波状なとがみられ、稜線i三回iのもの、地文部よりも浮き上がるもの、京iJ突を施すものもあ

る。器形・口縁{f[j. 1:::11唇Wjには数種類の作りがみられるが、 rl縁部がやや外傾する平縁 11縁で、胴

(f!j ~こやや膨らみのある深鉢形土居が多い。

5類(第45図37、第51!瓦195、第54図179・180、第56図242・243、第80図276、第81悶279、第82図

290 ・ 292 ・ 297 ・ 306 ・ 311 ・ 315、第84国371~373、 377" 第98 ・ 99区1520~530)

粘土紐をiltiり付けて 2個 1対の刻みを施すもので、 i二l縁imは粘土組員占り付けなどで複雑な作りを

なす。隆起線で、区画された部分を磨消しするものもある。器形は頚部が内傾し、口縁が立ち上がる

鉢形土器で、ある 0

5類(第50図62、第96図464)

口縁(i:!j文様帯に粘土紐を貼り付け¥隆帯及び文様子ij;に撚糸圧痕を施すものである。 r::t縁(i:ljがやや

タト傾する深鉢形土器である。

3 群土器(第52図129~132、第53図158、第54図195、第56図244 ・ 245、第79図263 ・ 264 ・ 266、第

82図299 ・ 303 ・ 312、第85図391 ・ 413~416、第94図423、第99図533~546)

工字文、変形工字文の施されるものである。仁l縁部に 21閤1対の痛が付くもの、!こ1I長ffljに刻みを

施したり突起をもつものがある。器形は鉢形・台付鉢lfj・浅鉢形などである。

4群土器(第99図554・555)

の{政)十である。表面に条線状の叩き板痕、裏面に条線状の当て兵板痕が認められる 0

5群土器

上述の分知に該当しないものや、地文のみのものを本群とした。

1類(第47図位、第80図272)

カキ 11文を施すものである。 1筒状工具によるもので、口信r'4'l;から底mjの方へ施すものが主である

が、 U字状、もしくは曲線的に施すのもみられる。 272は平縁口縁をなす深鉢形土器で、日佳33cm

J'2fJさ44cmである。

2類(第45凶38)

{f:.rl土器で、ある。 LR.RL京市文原体を使用し、 :fi}体中央ii:!jは羽状縄文となる。地文を施した後
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263・264 41号土拡
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269 49号土地
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に磨消しを行い、頚庁1)に腐が4側、間体中央部に刻みのある癌が 3個付く。

3類(第94図422)

小型の鉢形二i二訴で、ある。口唇部及び頭部に刻みが施され、口唇I'W)Vこは2個 l対の突起が41悶付く。

口縁部とIJ同下部に沈線が巡り、胴/fljには不規則な波状の亥IJ線を施し、器面全体には鋭利な工具によ

る刺突を施す。

4類(第46図45、第79図265・267)

縄文地文及び 11 縁部 1!~文帯の鉢形土日誌で‘ある。 45は 7 個の山形突起をもち、 十こ沈線が巡る。

る。

265は fJ 縁却がやや外傾し、器内が!手い。 267~ 主 I~J 縁 ií'li がややタト{頃し、仁i 属部付近にも縄文がみられ

5 類(第541z1196、第84[ま1375、第85図388、第99図547~549)

制 11状J撚糸文、刻線を網 11;伏に施すものである。

6類(第99図551・552)

同一個体で、葉)JJ日たに文慌を施すものである。

土製品(第100~103 区[)

1~4 は i二偶である。 1 は無節制文、 2 ・ 3 は京IJ突を随--t 0 4 は乳 t~:lj があり、全面的に磨滅が著

L~ 、。全て欠損 11111 て、ある。 5~9 は三角形土製111111 で-ある。京lJ突及び刻線を施し、全て欠損 JIlll である。

10~12はスタンフ状をなすものである。 13は三角形をなす土製11lili で、上部に孔が認められる事ーから

装飾jillli と考えられる。 14~106は pr利用土製 1 1111 1 (円盤状土製11，，11)である。土保片ーを再利用したもので
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円形を呈するものと方形(または長方形)を呈するものとに分傾される。

遺構外出土石器(第105~117図〉

144~176は石簸で、有茎・先在のものがあり、アスフアルトの付若するものがある。 177~181は

石錐である。 182~201は石匙である。 182~196は縦型、 197~201はWJ型で、ツマミ却にアスフアル

トが付着するものもある。 202~208は槍先状石ï:?i で、 202 ・ 203の基却にアスフアルトの付着が認め

られる。 209~215は接形状石器で、鋸的な機能が考えられる。 216~226はへラ状石間で、両面から

の加工である。 227~238は盛器、掻器状石慌で、片面加工である。 239~245は自IJ 器、 r~ Ij'r，isl=状石器で

片面加工である。 246~280は磨製石斧で、ほとんどが破損している。 246~253は小型で、249の石賀は

悲翠である。 281は打製石斧である。 282は石剣で、側面に蒋がみられる。石質は粘板岩で、ある。 283

は石俸で、頭部に三段の環とこれに続く UI 7f~ .円形文を彫刻状に施す。頭頂部はくぼむ。 284~309

はくぼみ石である。くぼみ/i:l;が、片面・両国のもの、複数のものがあり、磨石と併用するものもあ

る。 310~324は磨石・高是正i である。全面を磨るもの、側面 のあるものがある。 325~329は石

皿で、全て破損し、 330~335は石 1m状をなす石器である。 336 ・ 337 ・ 339 ・ 340は磨痕の認められる

もので台石と考えられる。

石製品(第118・119図)

1~5 は有孔石製品で‘ある。 1~3 は装飾品と考えられ、両聞から孔を穿っている。 4 ・ 5 は軽

石である。 6は円盤状石製品で、ある。アは岩偶である。 8は石冠状石器である。
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まとめ

坂のj二E遺跡の発掘調査面積は約 5，000m'である。 I;(iと北の沢にはさまれた標高約40mの台地上

に位践し、遺跡を東西に走る市道を境に北側の平担i剤、南側の斜面に泣構が確認された。検出され

た遺構は、竪穴住居跡37軒、土i広122墓、埋設土器j出荷llt:吉、炉2基、製鉄炉 1墓、炭焼窯 1基、そ

の他の泣構である。これらは縄文時代前期末葉カhら古代にかけての時期で、縄文時代中期末葉の泣

構、 j立物を主体に簡単に記述したL、。

遺構について

住居跡、は37il!F検出されてし、るが13号住居跡は大木 8b式期であり、25・26号住居跡には炉は無く、

柱穴等もはっきりしなしぺ本報告では一応、住居跡として扱った)。したがって、他の34軒を対象に

LtニO

県内で縄文時代中期末葉の十1=:居跡が検出された泣跡は、次のZr;I立跡で‘ある。県北部では、鹿角市

4) 5) 
、1:::1ヒの林立j立跡」、「上葛i司1.立j立助;J、 1 r!E~ヶヂ1 J吉熊井jE跡」、「飛鳥平泣跡」、「北の林I

8) 
H遺跡」、「御休企泣跡J、「黒森1111 .日遺跡」、能代市「大内坂H遺跡」、県中央m~では男鹿市「泉

野遺跡」、秋EBrll 1下堤B遺跡J" 1下記G.渇ノ沢 B.野'klTI;i立跡j、「湯ノ j尺Cj立跡」、雄和町「駒坂袋
13) 14) 15) 16) 

1 ;i註跡」、 γ鹿野戸遺跡」、!県南部では協和IlIJ';fミケ森j立跡」、千畑村 1r)汁寸法跡」、噌FHInJI梨ノ木塚

遺跡」。県北10遺跡、中央 8遺跡、原!有 3遺跡である。

住居跡の平面形と規模

平j筒形は円形のもの 16軒、楕円形のもの 12軒、隅丸方形のもの 6 軒である。規模は2.2m~7.3 1l1

で、小形、中形のものが大部分で大形は少なL、。

ま戸

炉は、いわゆる複式炉で、あり、住民跡の規模に比例した大きさで村I~築される。

イi キIL ，'i:IS 
収イ i イ{和 L ，'í'IS 十掘り込み庁I~からなり、それぞれの
帰り込み

組み合せにより形態は10数種のタイフに分けら

れる。炉の長ijillI線は住民跡の中[11111線上にあり、

っている。慨HI各で巾I1!~î1 4 

軒、 IY:J東 6軒、 問 5軒、 出 4ft計二、北西 2f1!fと、

!有!ZI!{WJ (壁)のものが多L、。石E!1=1土問開設(fI)、1:i

組郎、 'J]!<:Ti石組 r¥jAむを構成する陳は住JJI;-廃棄時に

部分的に抜き取られているようで(規則性は認

められない)、火熱を受け (fl~赤化した礁が炉問

辺に散在する傾向がある。当j立i跡における複式

炉は「上原型複式炉」と呼ばれる形態の炉が主

体であるが、前!往古1)と名付けられている住肘壁

-162 -
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に続く掘に込みについては火熱を受けブ£し、部位とされ、今まで検出された報告はない。今調査で I

fJ!jではあるが15号住居跡の複式炉掘り込みは火熱を受けーた痕跡があり、必ずしもそれが用途を具現

化できるものではないが、この掘り込み在日の機能については課題とする所が多く、部位の名称も含

め検討を要する。

前記の県内同時期の遺跡は住居跡の検出数は少ないものの、炉については、県北部と中央、県南

部でヅミ別される様相を示し、県北部(鹿角周辺)では土器埋設はほとんとない。炉の系統、地域性

の相違によるものであろうか。

柱穴

柱穴は 4 本が主体で、 3~6 本までの主柱穴カ辺久られ、 とは間隔の異

なる柱穴をもつもの、複式炉の掘り込み/f[j両側(壁寄り)に主柱穴より掘り方の小さいれ穴をもっ

住居跡があり、');JC:iの位置と関連して上屋借造のあり方を考えねばならなL、。

他に、大部分の住居壁はほぼ弔伎に立ち上がる。同時ーのある住民跡は14・19・22号住民跡の 3軒:

である。重複する住居跡は29号、 34号住民跡のみで34号が新しL、。

住民の配置関係については、各住居間に切り i:i¥，、がほとんと、ないことなどから、ある一定時間に

存在した住居群を抽出することはむずかしし、し、炉士担設土器および出-土了i二時から住民fl干の変遷をた

どれるほどの士総型式差は大きくなし、。小型、中形の住居跡が多い中で任 7m前後の大形の住居跡

(19号と20号、 28号と32号住居跡)がみられ、配置:関係に共通性がある。いわゆる長方形大形住居跡

で、はなし、が、積雪地帯の各泣跡に倹出されてし、る大形住居の機能を果すものであろうか。家族構成

等の要因によるものであろうか。

遺構は西側に展開していくと考えられ、ほぼ何時期の「坂ノ上A遺跡」と関連していると思われ、

また、御所野合地に所在する「下堤B遺跡」 γF堤G遺跡J i湯ノ沢 B.I丘跡J iJ田市11遺跡J i湯ノ沢C

j立跡J の各同時期遺跡との関連の中で把握されるべき事でもある。

遺物について

出土した泣物は、土器、ごと製J'JJ'J (土偶、三角形土製1111、PI利用土製111111、スタンブ;1)¥土製J'IJIJ)、石器

(石跡、石錐、石匙、槍先;1犬石器、 j議形状石器、へラ :1犬石器、掻器、 p~ Ij R号、!痔製石斧、打製石斧、 li

剣、石降、くほ、み石、磨子i、蔽石、石町、台石)、石製Jfti1t(有子し石製品、円盤状石製品、!千}1i呂、石百

;1犬{I出)等で、 f自に植物遺体(トチ、胡桃の炭化したもの)である。ここで、は土問について簡単に

述べる。器種は、深鉢形、小形深鉢形、浅鉢形、注口、双口土器等で、縄文時代中期末葉の深鉢形

土{~r}(片)がほとんどである。

1-背任について(縄文時代前期末葉~晩期、古代)

1 Im土器は縄文時代前期の土器を一括し、 6 類に分類した。 1~4 類は*ff1\'、粘土和l貼()付け、連

続爪形文、半隆起線文を施すもので大木 6 式J~)jに比定される。 5 類は口縁部に燃糸、単1M!給条圧痕、

隆帯に刺突を施すもので円筒下層 d式1mに比定される。 6類は木目状撚;糸文の施される円筒下層式
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の土器である 0

2類土器は縄文i時代中期の土器を一括し、 5類に分類した。 1類は口 よびJ渋糸!王

痕を施し、隆起線、の南側を撚糸圧痕で調整するもので大木7b式期に比定される。 2類は沈線で調

整された隆起線が内形文、渦巻文を作に出す土加、沈線で文様を作り出す土器で大木8b式期に比定

される。 13号住居跡炉埋設土器(第41図19) も本類に含まれる。 3類は粘土紐貼り付けによる円形

文や沈線が施される土器で、大木 9式服に比定され、比較的吉い段階のものと考えられる。 4類は当

遺跡で量的にも主体を占める土器で、地文施文後に沈線Ixm五の磨消帯を施すもの、沈線!疋匝iI*Jに縄

文を充填させるもので、 曲線的でパラエティーに 磨消帯を稜線で区画するもの、地

文より浮き上がるもの、京IJ突文を加飾するものなどもみられる。器形は仁!縁部がややタト傾する平縁

日縁で、腕部にやや膨らみのある深鉢形土器が最も多く、口縁および 1:-1唇 {jl~など、細部の作りに数

種類の器形がある。大木10式期に比定され、比I1校的占い時期jの坂ノ上AI群土掠が主体である。 5

類は隆起線に 2fl8l1対の刻みを施し、隆起線開を磨消しするもの、隆起線に沈線が平行するもので、

日縁部が複雑な作りをなす。本類は 4 類、の新しレ附=期と考えられ、口縁 ì~r) の作りなど、門前式期に

比定され、後期初頭に位置づけられる可能性のある時期でもある。 6額は口縁部文様帯および隆帯

に撚糸j王痕を施すもので、円筒上層C式期に比定される。

3群土器は縄文時代晩期の土器である。工学文、変形工字文の施されるもので、大j同A式、 Aノ式

期に比定される。

4 破片て¥古代の土器である。

5群は前述以外の土器で、 1類はカキ目文(条痕)を施す土器で、縄文時代後JtJJの堀之内式土器

に併行するものである。 2類とした庄日土器は、いわゆる貼癌・癒付土賠と呼ばれるもので、縄文

時代後期後葉の土器である。 6 類は葉脈~I犬の文様を施すもので、坂ノ上A遺跡の AJI 群土器 4 類と

同様であり、大木10式期の新しい時期のものである。以上、簡単に記述したが、今後、遺跡の総体

的角度から、県内はもとより東北地方における縄文時代中期末~後期の編年の再検討が必要であろ

う。

製鉄炉について

秋田県内で製鉄関連遺構が検出された例は極めて少なく、能代市「中台遺跡J、「竹生遺跡」にみ

られる程度である。

炉は半地下式竪形で、残存状態は良く、炉壁高は65cmほどで、奥壁、側壁とも内湾気味に立ち上

がる。炉底は楕円形 (40X80cm) を呈し、!有側(沢)にゆるやかに傾斜 (15
0

)し、「ハJ の字状の

袖をもっ前庭部に続く。炉体層序は、砂質系で第 1~3 層まで‘は砂賀赤色土、焼二i二混入、第 4~6

層は硬質な黒色(炭化物混入)、青灰色シルトの堆積である。炉の北側平坦rT-!)に柱穴と考えられるピ

ットと炭化物を多量に含む層、焼土を多量に含む層の溝(深さ20cm) が検出され、上屋構造が怨定

されるがはっきりしなし、。前庭部、沢寄りにみられる礁は、段丘:L1k積物の{擦層が語出したものであ
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る。炉底をたち割った結果、炉底の厚さは 3cmで、その下部は砂質土で約 5cmの淳さまで熱により

赤変してし、た。羽口は検出されていない。前記の通り、製鉄炉については県内では比較できる例は

少ないが、最近は各地で検出され、それらを参考にすると、形態は半地下式竪形炉であり、し、わゆ

る北陸型と言われるもので、:炉体は円筒形シャフト炉であるが、製鉄炉、東側に隣接する炭焼窯か

らの出土造物は全く無く、操業時期はわからなL、が、他遺跡問形態炉等の検出例から推察すると、

ほぽ9~10世紀の!時期に該当するものと考えられる。昭和59年度は、当遺跡の南側台地に所在する

γ攻の上F遺跡」の発掘調査を予定してし、る。製鉄関連遺構とそれに伴う遺物の出土が期待こされる口
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遺跡全景(北西→)

遺跡全景

図版 1



1号住居跡(南西→)

2号住居跡
図版2



4号住居跡(西→)

国版3



5号住居跡(西→)

6号住居跡(南東→)

図版4



8号住居跡(南西→)

図版5
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